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「

令和４年度一般会計補正予算を可決 容
第
第令和４年度一般会計補正予算を可決令和４年度 般会計補正予算算を可決計補正予算

消防団条例の一部を改正する条例を可決
第
特特
３

令和４年度 般会計補正予算を可決
消防団条例の一部を改正する条例を可決
第21期舞鶴市議会基本条例実行計画を策定

３
編

消防団条例の 部を改正する条例を可決
第21期舞鶴市議会基本条例実行計画を策定第21期舞鶴市議会基本条例実行計画を策定
令和５年第１回臨時会を開催
第21期舞鶴市議会基本条例実行計画を策定
令和令和令和５５５年第年第年第１１回臨時会を開催回臨時会を開催回臨時会を開催
「議会の信頼回復に関する決議」を可決

（令和5年 舞鶴市消防出初式より）（令和5年 舞鶴市消防出初式より）

1年の安全・安心を願って



兼
ね
合
い
な
ど
に
つ
い
て

の
考
え
は

Ａ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
は
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
を
除
き
、

他
の
予
防
接
種
と
２
週
間

接
種
間
隔
を
空
け
る
必
要

が
あ
る
。
接
種
間
隔
の
関

係
で
調
整
が
必
要
な
場
合
、

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
日
程

の
変
更
を
受
け
付
け
て
お

り
、
体
調
不
良
等
の
場
合

も
直
近
の
接
種
で
き
る
日

を
案
内
す
る
な
ど
の
対
応

を
し
て
い
る
。

Ｑ

乳
幼
児
接
種
の
緊
急

時
の
対
応
は

Ａ　
乳
幼
児
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
は
、舞
鶴
医
療
セ
ン
タ
ー

内
の
地
域
医
療
研
修
セ
ン

タ
ー
で
行
う
た
め
、
緊
急

時
も
舞
鶴
医
療
セ
ン
タ
ー

の
救
急
で
対
応
い
た
だ
く

よ
う
調
整
済
み
で
あ
る
。

12月定例会のあらまし月定例会 あらましししししし12月定例会のあらまし111111222222月月月月月月定定定定定定例例例例例例会会会会会会ののののののああああああららららららまままままましししししし12月定例会のあらまし
●オミクロン株対応および乳幼児を対象とした新型コロナウイルスワクチン接種
事業費、コロナ禍の長期化に加えて国際情勢に起因する原油価格や物価高騰等
に直面する農業者および漁業者等の負担軽減を図る原油価格・物価高騰緊急対
策事業費や、市内事業所販路拡大を促進するふるさと応援推進事業費など、総
額2億9397万円の令和4年度一般会計補正予算（第6号）を可決

●国の緊急対策「こどものバス送迎・安全徹底プラン」に基づく安全管理の徹底を
強力に推進するための子どもの安心・安全対策支援事業費補助金など、総額
3776万円の令和4年度一般会計補正予算（第7号）を可決

●安心して出産・子育てができるよう妊婦・子育て家庭に寄り添い身近な相談に
応じながら、多様なニーズに即した支援につなぐ「伴走型相談支援」の拡充や、
新たな経済的支援として出産応援ギフト（5万円相当）、子育て応援ギフト（5
万円相当）を一体的実施する出産・子育て応援事業費に7220万円の令和4
年度一般会計補正予算（第8号）を可決

●オミクロン株対応および乳幼児を対象とした新型コロナウイルスワクチン接種
事業費、コロナ禍の長期化に加えて国際情勢に起因する原油価格や物価高騰等
に直面する農業者および漁業者等の負担軽減を図る原油価格・物価高騰緊急対
策事業費や、市内事業所販路拡大を促進するふるさと応援推進事業費など、総
額2億9397万円の令和4年度一般会計補正予算（第6号）を可決

●国の緊急対策「こどものバス送迎・安全徹底プラン」に基づく安全管理の徹底を
強力に推進するための子どもの安心・安全対策支援事業費補助金など、総額
3776万円の令和4年度一般会計補正予算（第7号）を可決

●安心して出産・子育てができるよう妊婦・子育て家庭に寄り添い身近な相談に
応じながら、多様なニーズに即した支援につなぐ「伴走型相談支援」の拡充や、
新たな経済的支援として出産応援ギフト（5万円相当）、子育て応援ギフト（5
万円相当）を一体的実施する出産・子育て応援事業費に7220万円の令和4
年度一般会計補正予算（第8号）を可決

令和4年12月定例会は、令和4年12月5日から27日まで23日間開催されました。市長から
提案された令和4年度一般会計補正予算のほか、条例制定などの17議案を審議し、いずれも原案の
とおり可決・同意されました。加えて、議会提出議案として「特別委員会の設置」のほか、「舞鶴市議会
議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例制定」などの3件を可決しました。

Ｑ

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
等

の
手
数
料
が
、
事
業
費
の

約
20
％
を
占
め
て
い
る
が
、

こ
の
手
数
料
の
割
合
は
妥

当
と
判
断
し
て
い
る
の
か

Ａ　
各
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

は
、
お
お
む
ね
同
じ
よ
う

な
割
合
と
な
っ
て
お
り
、

妥
当
と
考
え
て
い
る
。ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
の
手
数
料
約

10
％
と
、
返
礼
品
の
手
配

等
を
委
託
し
て
い
る
地
域

商
社
の
手
数
料
を
合
わ
せ

て
約
20
％
と
な
っ
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
応
援
推
進
事
業
費

Ｑ

現
在
の
交
付
状
況
は

Ａ
12
月
11
日
現
在
、
本

市
の
交
付
率
は
57
・
５
％
、

申
請
率
は
71・６
％
で
あ
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

利
用
促
進
事
業
費

Ｑ

乳
幼
児
に
つ
い
て
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
以
外
の
定
期
接
種

も
あ
る
が
、
接
種
間
隔
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
費

Ｑ

原
油
価
格
・
物
価
高

騰
支
援
の
対
象
と
な
る
経

営
体
や
耕
作
面
積
の
基
準

はＡ　
法
人
等
に
は
10
万
円
、

認
定
農
業
者
、
認
定
新
規

就
農
者
で
耕
作
面
積
が
５

ヘ
ク
タ
ー
ル
よ
り
も
大
き

い
人
に
は
10
万
円
、
そ
れ

以
下
の
人
に
は
５
万
円
を

給
付
す
る
。

Ａ　
過
去
と
比
較
し
て

10
％
以
上
な
ど
、
主
に
売

上
高
の
減
少
を
も
っ
て
判

断
し
て
い
る
。

令
和
４
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
６
号
）

農
業
者
原
油
価
格
・
物
価

高
騰
緊
急
対
策
事
業
費

Ｑ

事
業
対
象
者
の
要
件

お
よ
び
補
助
対
象
と
な
る

機
械
は

Ａ　
対
象
者
の
要
件
は
、

独
立
自
営
で
の
就
農
時
の

年
齢
が
50
歳
未
満
で
、
青

年
等
就
農
計
画
の
認
定
を

受
け
て
お
り
、
京
力
農
場

プ
ラ
ン
で
中
心
的
な
経
営

体
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
は
、
そ
れ
が
確

実
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
。

対
象
の
機
械
は
、
耕
作
に

使
用
す
る
ト
ラ
ク
タ
ー
や

畝
（
う
ね
）
成
型
機
な
ど
。

経
営
発
展
支
援
事
業
費

補
助
金

Ｑ

企
業
の
経
営
悪
化
が

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
起
因
す
る
も
の
か

ど
う
か
を
、
ど
う
し
て
見

極
め
る
の
か

予
算
決
算
委
員
会
の

主
な
審
査
内
容

常
任
委
員
会
の
主
な
審
査
内
容

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
中
小
企
業

雇
用
調
整
助
成
金

あ
ら
ま
し

委
員
会
審
査

討　

論

採
決
結
果

一
般
質
問

臨
時
会
の
あ
ら
ま
し

議
員
の
抱
負

決　

議

「
わ
が
ま
ち
ト
ー
ク
」

開
催
予
定

基
本
条
例
実
行

計
画
を
策
定

特
別
委
員
会
を

設　

置

定
例
会
の
予
定

議
会
Ｐ
Ｒ

編
集
後
記
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常
任
委
員
会
の
主
な
審
査
内
容

Ａ　
１
つ
の
大
き
な
消
防

団
と
し
て
運
営
す
る
こ
と

に
よ
る
人
員
動
員
力
の
強

化
、
指
揮
命
令
系
統
の
一

本
化
に
よ
る
災
害
対
応
能

力
の
迅
速
化
、
将
来
を
見

据
え
た
円
滑
で
持
続
可
能

な
組
織
運
営
の
充
実
が
期

待
さ
れ
る
。

Ｑ

燃
油
高
騰
支
援
に
つ

い
て
、
補
助
金
額
（
１
㍑

当
た
り
10
円
）
の
算
出
根

拠
は

Ａ

漁
船
の
主
な
燃
料
で

あ
る
Ａ
重
油
お
よ
び
免
税

軽
油
に
つ
い
て
、
令
和
３

年
１
月
と
令
和
４
年
９
月

の
燃
料
費
を
比
較
し
、
値

上
が
り
分
の
約
半
分
を
支

援
す
る
も
の
。

子
ど
も
の
安
心
・
安
全
対

策
支
援
事
業
費
補
助
金

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
等

業
務
委
託
経
費（
債
務
負

担
行
為
補
正
）

Ｑ

舞
鶴
市
の
保
育
所
等

に
お
け
る
バ
ス
の
保
有
台

数
は

Ａ

私
立
認
可
保
育
所
は
、

１
園
２
台
、
私
立
認
定
こ

ど
も
園
は
、
６
園
で
10
台

保
有
し
て
い
る
。

Ｑ

今
回
の
補
助
金
に
お

い
て
、幼
稚
園
は
対
象
外

かＡ

幼
稚
園
は
、
京
都
府

か
ら
直
接
支
援
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ

研
修
受
講
者
の
見
込

み
数
と
経
費
の
積
算
方
法

はＡ

受
講
料
（
研
修
会
負

担
金
）
は
、
現
時
点
で
未

定
で
あ
る
が
、
一
人
当
た

り
３
千
円
と
見
込
ん
だ
上

で
、
各
園
か
ら
は
、
施
設

長
・
運
転
手
・
同
乗
す
る

Ｑ

教
育
委
員
会
が
所
有

し
て
い
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
台
数
と
３
千
万
円
の
内

容
は

Ａ　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ

い
て
は
、
加
佐
中
学
校
と

由
良
川
小
学
校
へ
通
学
す

る
八
雲
・
神
崎
地
区
の
児

童
生
徒
の
通
学
手
段
と
し

て
２
台
所
有
し
て
い
る
。

ま
た
、
３
千
万
円
の
内
容

は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運

行
委
託
料
で
あ
り
、
日
常

の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行

と
、
車
両
の
保
管
等
を
含

め
た
３
年
間
の
総
額
と
し

て
、
３
千
万
円
の
債
務
負

担
行
為
を
設
定
す
る
も
の

で
あ
る
。

み
内
容
は

Ａ

現
在
の
舞
鶴
市
の
子

育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
国

の
実
施
要
綱
に
当
て
は
め
、

足
り
な
い
部
分
を
整
備
・

拡
充
し
た
い
と
考
え
て
い

保
育
士
の
合
計
３
人
ず
つ

参
加
さ
れ
る
予
定
と
し
て
、

私
立
認
可
保
育
所
１
園
、

私
立
認
定
こ
ど
も
園
６
園
、

私
立
幼
稚
園
９
園
の
合
計

16
園
、
計
48
人
分
を
見
込

ん
だ
積
算
と
し
て
い
る
。

る
。
妊
娠
８
カ
月
頃
や
出

生
後
の
面
談
に
つ
い
て
、

面
談
方
法
や
事
業
の
拡
充

を
図
り
、
対
象
者
に
寄
り

添
う
支
援
の
強
化
に
努
め

る
。

　

特
定
防
衛
施
設
周
辺
整

備
調
整
交
付
金
を
本
市
が

設
置
す
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設

の
整
備
に
要
す
る
経
費
の

財
源
に
充
て
る
た
め
、
舞

鶴
市
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備

基
金
を
設
置
す
る
も
の
。

Ｑ

基
金
の
運
用
方
法
等

はＡ　
そ
の
時
々
の
社
会
経

済
情
勢
に
応
じ
て
、
最
も

確
実
か
つ
有
利
な
方
法
に

よ
り
管
理
す
る
も
の
と
し

て
お
り
、
基
本
的
に
は
金

融
機
関
へ
の
預
金
と
い
う

形
に
な
る
が
、
社
会
経
済

情
勢
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

今
後
も
そ
の
手
法
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

令
和
４
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
７
号
）

出
産
・
子
育
て
応
援
事
業
費

Ｑ

事
業
の
開
始
時
期
は

い
つ
頃
か

Ａ

可
能
な
限
り
早
く
支

給
が
開
始
で
き
る
よ
う
準

備
を
進
め
た
い
と
考
え
て

お
り
、
年
明
け
２
月
頃
を

目
途
と
し
て
い
る
。

Ｑ

当
面
の
間
、
現
金
の

支
給
と
す
る
と
あ
る
が
、

い
つ
ま
で
か

Ａ

現
在
、
京
都
府
と
も

協
議
を
し
な
が
ら
、
よ
り

効
果
的
な
給
付
方
法
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
る
。
で

き
る
だ
け
早
く
支
給
す
る

た
め
、
ま
ず
は
現
金
支
給

に
よ
り
事
業
を
開
始
し
、

協
議
が
ま
と
ま
っ
た
段
階

で
切
り
替
え
た
い
と
考
え

て
い
る
。

Ｑ

保
健
師
や
助
産
師
等

に
よ
る
面
談
な
ど
の
機
会

を
拡
充
す
る
と
あ
る
が
、

本
市
の
具
体
的
な
取
り
組

令
和
４
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
８
号
）

漁
業
者
原
油
価
格
・
物
価

高
騰
緊
急
対
策
事
業
費

常
任
委
員
会
の

主
な
審
査
内
容

常
任
委
員
会
の

主
な
審
査
内
容

市
民
文
教
委
員
会

消
防
団
条
例
の
一
部
改
正

舞
鶴
市
ス
ポ
ー
ツ
施
設

整
備
基
金
の
条
例
制
定

　

田
中
町
地
区
の
路
線
の

市
道
認
定
、
下
東
地
区
ほ

か
７
地
区
の
市
道
路
線
の

変
更
お
よ
び
下
東
地
区
ほ

か
２
地
区
の
市
道
路
線
の

廃
止
を
行
う
も
の
。

産
業
建
設
委
員
会

市
道
路
線
の
認
定
、変
更

お
よ
び
廃
止

　

地
方
公
務
員
法
の
改
正

に
伴
い
、
職
員
の
定
年
を

段
階
的
に
65
歳
ま
で
引
き

上
げ
る
と
と
も
に
、
組
織

の
新
陳
代
謝
を
確
保
す
る

た
め
の
役
職
定
年
制
や
、

高
齢
期
に
お
け
る
多
様
な

働
き
方
を
支
援
す
る
た
め

の
定
年
前
再
任
用
短
時
間

勤
務
制
を
定
め
る
等
所
要

の
改
正
を
行
う
も
の
。

Ｑ

役
職
定
年
制
の
特
例

と
し
て
、
60
歳
以
降
も
引

き
続
き
管
理
監
督
職
員
と

し
て
勤
務
で
き
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
誰
が
ど

の
よ
う
に
判
断
す
る
の
か

Ａ　
組
織
と
し
て
最
も
力

を
発
揮
で
き
る
人
材
配
置

と
な
る
よ
う
、
法
律
や
条

例
の
規
定
の
趣
旨
も
踏
ま

え
た
上
で
、
任
命
権
者
が

判
断
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
と
考
え
る
。

職
員
の
定
年
等
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
改
正

　

現
在
の
20
消
防
団
を

「
舞
鶴
市
消
防
団
」
と
し

て
改
編
し
、
団
長
等
を
中

心
と
し
た
団
本
部
が
組
織

全
体
を
と
り
ま
と
め
、
従

前
の
消
防
団
は
20
分
団
と

す
る
ほ
か
、
新
た
に
「
分

団
長
」
等
の
階
級
を
置
く

と
と
も
に
、
各
階
級
の
業

務
負
荷
や
職
責
を
勘
案
し

た
報
酬
額
に
改
め
る
等
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

Ｑ

１
つ
の
消
防
団
と
20

の
分
団
に
組
織
を
改
編
す

る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
は

総
務
消
防
委
員
会

あ
ら
ま
し

委
員
会
審
査

討　

論

採
決
結
果

一
般
質
問

臨
時
会
の
あ
ら
ま
し

議
員
の
抱
負

決　

議

「
わ
が
ま
ち
ト
ー
ク
」

開
催
予
定

基
本
条
例
実
行

計
画
を
策
定

特
別
委
員
会
を

設　

置

定
例
会
の
予
定

議
会
Ｐ
Ｒ

編
集
後
記

3 まいづる市議会だよりNo.184

Ｑい
て

当
た

拠
は

Ａあ
る

軽
油

年
１

の
燃 漁高

常任委員会の審査報告本会議において付託された議案は、福祉健康委員会３件、市民文教委員会１件、産業建設委員会１件、
総務消防委員会５件、予算決算委員会４件であり、それぞれの委員会で審査しました。



討 論12
議
案
に
賛
成
し
、
２

議
案
に
反
対
す
る
。

　

国
家
公
務
員
の
給
与
改

定
に
準
じ
、
職
員
等
の
人

件
費
の
補
正
が
含
ま
れ
る

第
70
号
議
案
「
令
和
４
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）」
は
、
職
員
給

与
費
は
問
題
な
い
が
、
一

般
職
と
比
べ
、
も
と
も
と

高
額
な
給
与
の
市
長
・
副

市
長
・
教
育
長
の
増
額
補

正
は
、
市
民

理
解
も
得
ら

れ
な
い
と
考

え
る
。

ま
た
、第
72

号
議
案
「
市

長
及
び
副
市

長
の
給
与
に

関
す
る
条
例

及
び
教
育
長

の
給
与
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定
」
は
、
令
和
４
年
の

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、

期
末
手
当
を
０
・
05
月
分

増
額
す
る
も
の
で
あ
る

が
、
こ
れ
も
市
民
理
解
を

得
ら
れ
な
い
と
考
え
る
こ

と
か
ら
、
以
上
２
議
案
に

は
反
対
す
る
。

第
63
号
議
案
「
ス
ポ
ー

ツ
施
設
整
備
基
金
条
例
制

定
」
は
、
特
定
防
衛
施
設

整
備
調
整
交
付
金
５
５
０

０
万
円
を
積
み
上
げ
る
も

の
。
こ
の
交
付
金
は
幅
広

く
活
用
で
き
る
こ
と
か
ら

も
、
コ
ロ
ナ
禍
と
物
価
高

騰
の
も
と
で
市
民
の
暮
ら

し
を
支
え
、
直
接
応
援
す

る
た
め
に
活
用
す
べ
き
と

申
し
上
げ
、
賛
成
す
る
。

市民理解の得られない
議案は反対する

日本共産党議員団

討 論討 論

厳しさ続く市民生活

全
議
案
に
賛
成
す
る
。

　

令
和
４
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
の
う
ち
、
第
６

号
は
、
物
価
高
・
原
油
高

に
よ
り
肥
料
代
や
燃
料
代
、

資
材
代
の
高
騰
に
苦
し
む

農
業
・
漁
業
者
に
対
し
て
、

市
独
自
の
支
援
で
担
い
手

を
守
る
こ
と
に
な
る
。
ま

た
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備

基
金
を
設
け
、
国
の
交
付

金
の
積
み
立
て
に

よ
り
、
市
内
各
所

の
ス
ポ
ー
ツ
施
設

機
能
強
化
の
計
画

的
な
実
施
は
、
幅

広
い
市
民
に
恩
恵

が
あ
り
、
賛
成
す

る
。

　

第
７
号
補
正
は
、

送
迎
用
バ
ス
へ
の

園
児
の
置
き
去
り

を
防
ぐ
対
策
機
器
の
設
置

補
助
で
あ
り
、
ス
ピ
ー
ド

感
あ
る
取
り
組
み
を
評
価

す
る
。
ま
た
、
本
市
職
員

及
び
特
別
職
の
給
与
改
定

を
行
う
条
例
制
定
に
つ
い

て
は
、
人
事
院
勧
告
に
準

じ
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ

り
、
特
別
職
に
つ
い
て
も

同
様
と
す
る
こ
と
は
、
公

平
・
公
正
な
市
政
運
営
で

あ
り
、
賛
成
す
る
。

　

第
８
号
補
正
は
、
安
心

し
て
出
産
・
子
育
て
が
で

き
、
寄
り
添
い
な
が
ら
必

要
な
支
援
に
つ
な
ぐ
「
伴

走
型
相
談
支
援
」
の
充
実

と
、
給
付
金
に
よ
る
「
経

済
的
支
援
」
が
実
施
さ
れ
、

本
市
な
ら
で
は
の
子
育
て

支
援
の
展
開
に
期
待
す
る
。

支援拡充と将来を
見据えた補正案を評価

新政クラブ議員団

討 論討 論

来夏までに送迎バスへ全車装着を目指す

12
議
案
に
賛
成
し
、
２

議
案
に
反
対
す
る
。

第
70
号
議
案
は
、
人
事

院
勧
告
に
従
い
、
国
家
公

務
員
に
お
け
る
取
り
扱
い

に
準
じ
、職
員
・
特
別
職
・

議
員
の
期
末
手
当
を
引
き

上
げ
る
た
め
の
人
件
費
の

増
額
を
含
ん
だ
補
正
予

算
。
人
事
院
勧
告
は
、
公

務
員
の
労
働
基
本
権
制
約

の
代
償
措
置
と
し
て

行
わ
れ
る
も
の
で
あ

り
、
特
別
職
・
議
員

に
適
用
さ
れ
る
べ
き

で
は
な
い
。
ま
た
、

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
や

物
価
高
騰
で
「
生
活

が
大
変
」
と
い
う
市

民
の
声
は
、
全
議
員

が
聞
い
て
い
る
。
さ

ら
に
、
市
民
か
ら
の

多
く
の
要
望
に
も
、「
予

算
が
な
い
」
と
実
現
さ
れ

て
い
な
い
状
況
を
議
会
で

指
摘
し
て
き
て
い
る
。
財

源
を
優
先
す
る
べ
き
は

ボ
ー
ナ
ス
ア
ッ
プ
で
は
な

く
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
だ
。
特
別
職
や
議
員
が

人
事
院
勧
告
に
従
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
根
拠
も
な

く
、
整
理
さ
れ
た
こ
と
も

な
い
。
そ
の
よ
う
な
中
、

市
長
を
は
じ
め
特
別
職
や

議
員
が
「
こ
れ
ま
で
か
ら

の
慣
例
で
」
と
い
う
理
由

で
、
世
間
が
こ
の
よ
う
な

状
況
下
で
ボ
ー
ナ
ス
を

ア
ッ
プ
す
る
予
算
は
、
到

底
、
市
民
理
解
が
得
ら
れ

な
い
た
め
、
反
対
す
る
。

今やるべきは
ボーナスアップではない

市民クラブ舞鶴議員団

討 論討 論

深刻な物価上昇

あ
ら
ま
し

委
員
会
審
査

討　

論

採
決
結
果

一
般
質
問

臨
時
会
の
あ
ら
ま
し

議
員
の
抱
負

決　

議

「
わ
が
ま
ち
ト
ー
ク
」

開
催
予
定

基
本
条
例
実
行

計
画
を
策
定

特
別
委
員
会
を

設　

置

定
例
会
の
予
定

議
会
Ｐ
Ｒ

編
集
後
記

4令和5年2月8日

あ
ら
ま
し

委

4令和5年2月8日

討　論令和4年12月27日の最終本会議において、
提案された議案に対して討論をしました。



常
任
委
員
会
の
主
な
審
査
内
容

全
議
案
に
賛
成
す
る
。

　

令
和
４
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
６
号
）
は
、

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
利

用
者
が
増
加
す
る
中
、
増

額
補
正
を
行
う
も
の
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
対
し
、
現
在
流
行

の
中
心
で
あ
る
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
乳
幼
児
、
12
歳
以
上
を

対
象
と
し
た
接
種
事
業
費

で
あ
る
こ
と
や
、
舞
鶴
市

民
病
院
に

対
し
て
、

入
院
制
御

に
よ
る
収

益
の
減
少

分
を
補
助

す
る
も
の

で
あ
る
。

ま
た
、ロ

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の

侵
攻
に
よ
り
発
生
し
た
世

界
的
な
原
油
高
騰
や
、Ｌ

Ｎ
Ｇ
天
然
ガ
ス
高
騰
、
物

価
高
騰
に
対
し
て
農
業

者
、
漁
業
者
へ
市
独
自
の

５
万
円
ま
た
は
10
万
円
の

給
付
を
行
う
も
の
で
あ

り
、
賛
成
す
る
。

　

令
和
４
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
７
号
）
は
、

静
岡
県
内
で
発
生
し
た
送

迎
バ
ス
に
お
け
る
未
就
学

児
の
置
き
去
り
事
故
を
受

け
て
、
国
の
緊
急
対
策

「
こ
ど
も
の
バ
ス
送
迎
・

安
全
徹
底
プ
ラ
ン
」
に
基

づ
く
安
全
管
理
の
徹
底
を

強
力
に
推
進
す
る
た
め
、

保
育
園
・
こ
ど
も
園
の
送

迎
用
バ
ス
12
台
に
安
全
装

置
の
早
期
整
備
を
行
う
も

の
で
あ
り
、
賛
成
す
る
。

物価高騰等に対する
市独自支援策を評価

自民党鶴政クラブ議員団

討 論

京都の漁業を支える京都舞鶴港

全
議
案
に
賛
成
す
る
。

　

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
と
物

価
高
騰
の
中
、
国
に
よ
る

雇
用
調
整
助
成
金
と
し

て
、
市
内
中
小
企
業
の
事

業
主
負
担
の
一
部
を
市
が

補
填
す
る
事
業
や
、
資

材
・
燃
料
費
用
の
高
騰
分

の
負
担
軽
減
を
図
る
た

め
、
経
営
が
厳
し
い
農
業

者
や
漁
業
者
を
支
援
し
、

安
定
し
た
経
営
実
現
の
た

め
の
事
業
を
評
価
す

る
。
ま
た
、
財
政
調

整
基
金
積
立
金
の
一

般
会
計
繰
入
れ
や
、

ふ
る
さ
と
応
援
基
金

積
立
金
の
財
源
確
保

を
評
価
す
る
。

　

本
市
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
申
請
率

は
、
71･

６
％
と
な

り
、
市
民
生
活
に
利
活
用

で
き
る
カ
ー
ド
と
し
て
、

交
付
率
80
％
の
目
標
に
向

け
、
積
極
的
な
取
り
組
み

を
求
め
る
。

　

送
迎
用
バ
ス
の
未
就
学

児
の
置
き
去
り
事
故
を
受

け
、
国
は
、
令
和
５
年
４

月
か
ら
送
迎
バ
ス
に
ブ

ザ
ー
な
ど
の
安
全
装
置
の

設
置
を
義
務
付
け
る
。
安

全
装
置
は
補
助
的
な
も
の

で
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
徹

底
、
安
全
管
理
研
修
会
の

開
催
な
ど
、
ソ
フ
ト
面
と

併
せ
て
、
二
度
と
こ
の
よ

う
な
痛
ま
し
い
事
案
が
発

生
し
な
い
よ
う
、
改
め
て

注
意
喚
起
の
徹
底
を
求
め

る
。

市民に寄り添った
事業の取り組みを

公明党議員団

討 論討 論

ワクチン接種呼びかけチラシ

送
迎
バ
ス
の
安
全
対
策
徹
底
を

　選挙の有無に関わらず、政治家が選挙区内の人に寄附を行
うことは、名義のいかんを問わず特定の場合を除いて一切禁
止されています。有権者が求めてもいけません。
　また、冠婚葬祭における贈答なども寄附になります。市民
の皆さまのご理解、ご協力をお願いします。

※政治家本人が自ら出席する結婚披露宴における祝儀、葬式や
通夜における香典については、罰則の対象から除かれています
（通常一般の社交の程度を超えている場合は処罰されます。）。

一　
　

例

一　
　

例

地域の運動会・スポーツ
大会への飲食物等の差入

政治家の寄附は禁止！
有権者が政治家に寄附を求めることも禁止！ お祭りへの

寄附・差入

町内会の集会・
旅行等の催し物への
寸志・飲食物の差入

お歳暮・お年賀・
入学祝・卒業祝・
病気見舞

総務省のホームページに
「選挙・政治資金」について掲載されております。
このコードからご覧いただけます。

×× ××
×× ××
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ら
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「
わ
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催
予
定

基
本
条
例
実
行

計
画
を
策
定

特
別
委
員
会
を

設　

置

定
例
会
の
予
定

議
会
Ｐ
Ｒ

編
集
後
記

5 まいづる市議会だよりNo.184

令和4年12月27日の最終本会議において、
提案された議案に対して討論をしました。

全
議

討 論討 論

おいて、
ました。 討　論

政治家からの寄附禁止



6令和5年2月8日

令和4年12月定例会での議案採決の結果は次のとおりです。この採決は、「押しボタン式投票」で行ったものです。
この結果は、舞鶴市議会のホームページでも公表しております。

全会一致で可決したその他の議案
● 訴えの提起について（境界確定等請求事件）
● 指定管理者の指定について（舞鶴市南デイサービスセンター）
● 指定管理者の指定について（舞鶴市加佐デイサービスセンター）
● 指定管理者の指定について（舞鶴市中デイサービスセンター）
● 市道路線の認定、変更及び廃止について

全会一致で同意・可決した人事議案
● 固定資産評価審査委員会委員の選任について
● 人権擁護委員候補者の推薦について

全会一致で可決した議会提出議案
● 原子力防災・安全等特別委員会の設置について
● 第7次舞鶴市総合計画・後期実行計画に関する調査特別委員会の設置について

固定資産評価審査委員の選任

再任：小  谷  眞知子  氏 新任：阪  本  清一郎  氏

固定資産評価審査委員の任期満了に伴い、令和4年12月27日の本会議で次の委員を選任することに同意しました。

※ 監査委員選任のために、除斥した。

【議決結果】 可…可決、否…否決、同…同意、承…承認、認…認定、可認…認定及び可決、採…採択、不…不採択
【賛否】 ○…賛成、×…反対、欠…欠席、退…退席、除…除斥、棄…棄権

※

田

畑

篤

子

西

村

正

之

野

瀬

貴

則

眞

下

隆

史

水

嶋

一

明

南　
　
　

正

弘

議
決
を
し
た
日

尾

関

善

之

川

口

孝

文

肝

付

隆

治

高

橋

秀

策

谷

川

眞

司

山　

本　

治
兵
衛

上

羽

和

幸

小

谷

繁

雄

杉

島

久

敏

松

田

弘

幸

伊

田

悦

子

小

杉

悦

子

小

西

洋

一

鴨

田

秋

津

福　

本　

明
日
香

廣

瀬　
　

  

昇

仲

井

玲

子

12月27日

12月5日

12月27日

12月27日

12月27日

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

除

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

×

×

×

×

○

×

×

×

×

○

×

×

×

×

○

×

×

×

○

×

×

×

×

○

×

×

×

×

○

×

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

 無会派…会派に所属しない議員　　☆舞鶴市議会の議員定数は25人です。

新　

政

新　

政

新　

政

新　

政

鶴　

政

鶴　

政

鶴　

政

鶴　

政

鶴　

政

鶴　

政

公　

明

公　

明

公　

明

公　

明

共　

産

共　

産

共　

産

市　

民

市　

民

市　

民

市　

民

無
会
派

無
会
派

あ
ら
ま
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委
員
会
審
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決
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果
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わ
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ト
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」
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催
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基
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実
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計
画
を
策
定

特
別
委
員
会
を

設　

置

定
例
会
の
予
定

議
会
Ｐ
Ｒ

編
集
後
記



全会一致で可決、認定した予算・決算議案
● 令和4年度一般会計補正予算（第6号）

● 令和4年度一般会計補正予算（第8号）

● 令和4年度後期高齢者医療事業会計補正予算（第1号）

全会一致で可決した条例議案
● 消防団条例の一部を改正する条例制定について

● スポーツ施設整備基金条例制定について

● 舞鶴市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例制定について

出

席

者

数

議員名等（会派内は五十音順）

舞鶴市職員の定年等に関する条例等の一部を改正する等の条例制定について

監査委員の選任について

令和4年度一般会計補正予算（第7号）

舞鶴市の市長及び副市長の給与に関する条例及び舞鶴市教育長の給与等に
関する条例の一部を改正する条例制定について

舞鶴市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する
条例制定について

議　 　案　　 名

市   
長   
提   

出   

議   

案

議員提
出議案

25

24

25

25

25

24

23

24

24

24

20

20

17

17

17

4

3

7

7

7

0

0

0

0

0

可

同

可

可

可

○

○

○

○

○

投

票

者

総

数

賛

成

反

対

棄

権

議

決

結

果

今

西

克

己

新　

政

新　

政

鯛     

慶

一

賛否が分かれた議案

【会派】新政…新政クラブ議員団、鶴政…自民党鶴政クラブ議員団、公明…公明党議員団、市民…市民クラブ舞鶴議員団、共産…日本共産党議員団、

議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

あ
ら
ま
し

委
員
会
審
査

討　

論

採
決
結
果

一
般
質
問

臨
時
会
の
あ
ら
ま
し

議
員
の
抱
負

決　

議

「
わ
が
ま
ち
ト
ー
ク
」

開
催
予
定

基
本
条
例
実
行

計
画
を
策
定

特
別
委
員
会
を

設　

置

定
例
会
の
予
定

議
会
Ｐ
Ｒ

編
集
後
記

7 まいづる市議会だよりNo.184

（令和4年12月定例会）会期：12月5日～27日議案の採決結果議案の採決結果議案の採決結果



令和4年 舞鶴市議会12月定例会一般質問 令和4年12月14日、15日、16日

順番

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

質問方式

一括

一問一答

一括

一括

一問一答

一括

一括

一問一答

一括

一括

一問一答

一括

一括

2分割

一括

一括

一問一答

一括

一括

一問一答

一問一答

尾関　善之

伊田　悦子

廣瀬　　昇

上羽　和幸

今西　克己

仲井　玲子

水嶋　一明

小杉　悦子

鴨田　秋津

小谷　繁雄

野瀬　貴則

高橋　秀策

谷川　眞司

小西　洋一

西村　正之

松田　弘幸

田畑　篤子

福本明日香

杉島　久敏

眞下　隆史

山本治兵衛

１ 多々見市長４期目出馬表明について

３ 西市街地浸水対策について

１ 子ども・子育てにやさしい市政について

１ 本市の地域医療の実態について

１ 出産・子育て応援交付金事業について

１ 市政運営について

１ 多胎児家庭支援について

３ スポーツ施設器具撤去について

１ 消防団の組織改編について

３ 消防庁舎再編について

１ 

３ 新型コロナウイルス感染症感染防止対策について

１ 質の高いスポーツ環境と施設の充実について

１ 西市街地の総合的な治水対策について

３ 重層的支援体制整備事業について

１ 舞鶴市議会議員選挙の投票結果について

１ 教育について

３ 道路整備について

１ 通学路における橋梁の安全対策について

１ 学校教育の充実について

３ ＦＭまいづる「中継局問題」について

５ 本市医療の現状について

１ 企業誘致について

１ 防災訓練について

１ 舞鶴市民病院の医療安全管理体制について

３ 子育て支援について

１ 障害者福祉の課題について

１ 中学校における部活動について

１ 地方自治体が担うごみ行政について

１ 地域通貨を導入することの検証について

３ 中学校のクラブ活動について

２ 本市の雇用対策について

２ 舞鶴市議会議員一般選挙公報について

２ 保護動物避妊手術支援・行政登録について

２ 京都府中・北部地域消防指令センター共同運用について

４ 近年の救急出動の傾向について

２ 介護保険事業について

２ 景観行政について

２ 学校の洋式トイレの設置について

２ これからのGIGAスクールについて

２ 赤れんが周辺等まちづくりについて

２ 本市農業の将来像について

４ 平和なまちづくりについて

２ 障害者支援について

２ 子育て支援について

２ 

２ 地域・学校が育てる地域学について

２ 運動施設について

学校等におけるてんかん発作時の口腔用液
（ブコラム）の投与について

新型コロナウイルス感染症の影響での国保・
介護保険料の減免制度の拡充について

氏　名 質問事項

※質問事項のうち、各議員が記述の主な質問・答弁の要旨以外の事項は、ホームページをご覧ください。
※本会議については、ＹouTubeで動画配信を行っておりますので、ホームページをご覧ください。

※一　　括…質問項目を一括して質問した後、一括して答弁を求める質問の方式

※２ 分 割…質問項目を分野ごとに２回に分けて質問し、その都度答弁を求める質問の方式

※一問一答…質問項目を一問ごとに質問し、その都度答弁を求める質問の方式 舞鶴市議会 検索
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8令和5年2月8日

年12月14日 15日 16日

あ
ら
ま
し

委

8令和5年2月8日

一般質問令和4年12月14日、15日、16日に本会議を開き、21人が一般質問を行いました。
質問・答弁の要旨は次のとおりです。



伊 田 悦 子
日本共産党議員団

子
育
て
世
代
の

負
担
軽
減
策
は

経
済
的
負
担
軽
減
に

と
ど
ま
ら
な
い
支
援

質
問　

①
本
市
で
は
20

年
余
り
取
り
組
ま
れ
て
き

た
が
、
府
内
で
最
低
レ
ベ

ル
の
子
ど
も
の
医
療
費
無

料
化
へ
の
見
解
は
。②
学

校
給
食
の
無
償
化
は
、
子

ど
も
が
健
や
か
に
生
き
成

長
す
る
権
利
保
障
と
な
る
。

全
国
的
に
広
が
る
学
校
給

食
無
償
化
は
、
自
治
体
の

裁
量
で
実
施
可
能
で
は
。

答
弁

①
経
済
的
負
担

軽
減
に
と
ど
ま
ら
ず
、
総

合
的
な
子
育
て
支
援
に
取

り
組
む
。②
学
校
給
食
法

で
は
、
各
自
治
体
の
判
断

で
保
護
者
負
担
軽
減
を
目

的
に
支
援
等
を
行
う
こ
と

を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い

と
、
理
解
し
て
い
る
。

質
問　

新
た
な
「
公
私

連
携
幼
保
連
携
型
認
定
こ

ど
も
園
」
の
新
設
で
公
立

中
保
育
所
が
な
く
な
る
。

今
後
、
協
定
書
が
策
定
さ

れ
る
が
、
市
の
関
与
と
保

育
水
準
の
確
保
が
重
要
で

あ
る
。
何
を
基
準
に
協
定

書
を
策
定
す
る
の
か
。
公

立
保
育
園
の
担
う
べ
き
役

割
は
考
慮
さ
れ
て
い
る
か
。

答
弁

社
会
的
サ
ポ
ー

ト
の
必
要
な
児
童
へ
の
適

切
な
保
育
の
実
施
な
ど
、

公
立
保
育
所
が
持
つ
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
機
能
の

役
割
が
、
し
っ
か
り
引
き

継
が
れ
る
こ
と
を
明
示
し

た
連
携
協
定
に
し
て
い
く
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

廣 瀬 　 昇
市民クラブ舞鶴議員団

地
域
医
療
の
実
態
に

つ
い
て
の
認
識
を
問
う

府
北
部
地
域
全
体
で

医
療
確
保
に
取
り
組
む

質
問　

本
市
の
地
域
医

療
の
実
態
と
し
て
、
ほ
と

ん
ど
連
携
で
き
て
い
な
い

公
的
４
病
院
を
「
深
化
」

さ
せ
る
と
は
、
ど
の
よ
う

な
方
策
を
用
い
る
の
か
。

ま
た
、
市
民
か
ら
は
、
舞

鶴
で
医
療
を
完
結
さ
せ
て

ほ
し
い
と
の
要
望
が
あ
る

が
、
市
の
見
解
を
問
う
。

答
弁

公
的
３
病
院

間
で
「
患
者
情
報
共
有
シ

ス
テ
ム
」
が
導
入
さ
れ
、

連
携
の
整
備
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
医
師
不

足
に
よ
り
、
市
内
の
医
療

機
関
で
全
て
の
診
療

科
を
そ
ろ
え
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
。
緊

急
的
対
応
の
低
い
高

度
専
門
医
療
は
、
府

北
部
地
域
全
体
で
取

り
組
む
。

質
問　

若
手
医
師

の
確
保
が
安
定
し
た

地
域
医
療
の
提
供
に

つ
な
が
る
。
ま
た
、
救
急

医
療
を
維
持
す
る
に
は
、

救
急
対
応
可
能
な
医
師
を

一
定
数
確
保
す
る
必
要
が

あ
る
。
救
急
医
療
体
制
の

確
保
・
強
化
に
つ
い
て
市

の
見
解
を
問
う
。

答
弁

医
師
確
保
は

病
院
の
責
務
で
あ
る
。
救

急
医
療
は
、
脳
疾
患
、
心

疾
患
、
周
産
期
で
ほ
ぼ
全

て
の
患
者
に
対
応
で
き
て

い
る
。
救
急
搬
送
の
市
内

収
容
率
も
高
く
、
救
急
医

療
体
制
は
一
定
確
保
さ
れ

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

尾 関 善 之
自民党鶴政クラブ議員団

高
潮
対
策
と
し
て
の

大
手
ポ
ン
プ
場
の
運
用
は

運
転
さ
せ
る
計
画
で

高
潮
に
も
効
果
が
あ
る

質
問　

大
手
ポ
ン
プ
場

の
排
水
エ
リ
ア
と
な
っ
て

い
る
八
幡
交
差
点
等
で
は
、

今
年
も
高
潮
に
よ
る
通
行

止
め
規
制
を
た
び
た
び
実

施
さ
れ
た
。
大
手
ポ
ン
プ

場
の
設
置
に
よ
り
、
通
行

止
め
規
制
路
線
解
消
の
た

め
、
高
潮
対
策
と
し
て
も

運
転
を
可
能
と
さ
れ
る
の

か
、
そ
の
見
解
を
問
う
。

答
弁

気
象
予
報
な
ど

で
、
舞
鶴
市
に
大
雨
や
高

潮
が
予
測
さ
れ
た
場
合
に
、

ポ
ン
プ
場
の
運
転
準
備
を

開
始
し
、
ポ
ン
プ
場
内
の

水
位
が
一
定
の
基
準
に
達

し
た
場
合
、
ポ
ン
プ
を
運

転
さ
せ
る
計
画
と
し
て
お

り
、
高
潮
に
対
し
て
も
効

果
が
あ
る
も
の
と
考
え
る
。

質
問　

既
に
事
業
化
さ

れ
て
い
る
総
合
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
情
報
配
信
シ
ス
テ
ム

に
よ
る
水
位
情
報
配
信
と

連
携
し
、
地
域
の
安
全
・

安
心
に
つ
な
が
る
情
報
と

し
て
、
河
川
水
位
、
降
雨

量
等
を
総
合
し
、
運
転
状

況
に
反
映
し
て
い
た
だ
き

た
い
が
、
そ
の
考
え
は
。

答
弁

総
合
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
で
得
ら
れ

る
流
域
の
水
位
情
報
な
ど

は
、
ポ
ン
プ
の
運
転
に
重

要
な
情
報
と
考
え
て
お
り
、

運
転
管
理
に
積
極
的
に
活

用
し
て
い
く
。

一
般
質
問

QA

地域の医療を支える

公
的
保
育
の

担
う
べ
き
役
割
は

協
定
書
で

市
の
関
与
を
明
確
に

QQAA

QA

情
報
配
信
シ
ス
テ
ム

と
の
連
携
は

運
転
管
理
に
積
極
的
に

活
用
し
て
い
く

QQAA

電源建屋工事が進む
大手ポンプ場

子ども・子育てに
やさしい市政を

QA

あ
ら
ま
し

委
員
会
審
査

討　

論

採
決
結
果

一
般
質
問

臨
時
会
の
あ
ら
ま
し

議
員
の
抱
負

決　

議

「
わ
が
ま
ち
ト
ー
ク
」

開
催
予
定

基
本
条
例
実
行

計
画
を
策
定

特
別
委
員
会
を

設　

置

定
例
会
の
予
定

議
会
Ｐ
Ｒ

編
集
後
記

9 まいづる市議会だよりNo.184

質 般
一
般QA

一般質問令和4年12月14日、15日、16日に本会議を開き、21人が一般質問を行いました。
質問・答弁の要旨は次のとおりです。



今 西 克 己

市
議
選
の
選
挙
公
報
掲
載

内
容
の
事
実
を
問
う

選
挙
公
報
の
記
載
内
容
は

事
実
で
は
な
い

質
問

今
回
の
市
議
選

に
係
る
選
挙
公
報
に
、
一

候
補
者
が
掲
載
し
た
舞
鶴

市
の
医
療
に
関
す
る
内
容

の
公
報
が
あ
っ
た
。
そ
の

内
容
は
、「
医
師
不
足
の

為
に
救
急
車
か
ら
病
院
の

受
け
入
れ
先
が
見
つ
か
ら

ず
、
手
遅
れ
に
な
り
亡
く

な
ら
れ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
し
た
。
救
急
車
を
呼
ん

だ
ら
高
速
に
乗
っ
て
綾
部
、

福
知
山
へ
30
分
、
40
分…

手
遅
れ
で
し
た
。
舞
鶴
だ

か
ら
助
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。」
と
い
う
内
容
が

選
挙
公
報
に
掲
載
さ
れ

て
い
た
。
令
和
３
年
、

令
和
４
年
に
お
い
て
、

こ
の
よ
う
な
事
実
が
本

市
に
お
い
て
本
当
に

あ
っ
た
の
か
を
問
う
。

答
弁

令
和
３
年
の

救
急
搬
送
人
員
の
う
ち

市
外
搬
送
は
80
人
で
、

割
合
は
２
・
４
％
。
令

和
４
年
１
月
か
ら
10
月
末

は
１
１
２
人
で
、
割
合
は

３
・
６
％
。
市
外
搬
送
の

多
く
は
、
医
師
ま
た
は
看

護
師
が
救
急
車
に
同
乗
の

上
、
病
状
管
理
を
し
な
が

ら
の
転
院
搬
送
で
あ
り
、

現
場
か
ら
直
接
市
外
の
医

療
機
関
へ
搬
送
し
た
事
例

を
併
せ
て
も
、
中
丹
医
療

圏
に
搬
送
し
た
う
ち
、
過

去
２
年
間
で
手
遅
れ
に
な

り
死
亡
と
診
断
さ
れ
た
事

例
は
存
在
し
な
い
。
記
載

内
容
は
事
実
で
は
な
い
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

仲 井 玲 子
会派に所属しない議員

新政クラブ議員団

多
胎
児
家
庭
へ
の
支
援
は

活
用
さ
れ
て
い
る
か

さ
ら
な
る
充
実
に
向
け
、

取
り
組
ん
で
い
く

質
問　

過
酷
な
育
児
と

な
り
が
ち
な
多
胎
児
家
庭

を
支
え
る
育
児
支
援
に
つ

い
て
、
支
援
の
必
要
な
ご

家
庭
に
十
分
に
活
用
さ
れ

て
い
る
か
。
ま
た
、
一
度

に
か
か
る
経
済
的
負
担
も

大
き
く
、
子
ど
も
の
進
路

も
狭
ま
っ
て
し
ま
う
の
で

は
な
い
か
と
危
惧
す
る
声

も
あ
る
が
、
経
済
的
負
担

に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
、

市
の
見
解
を
問
う
。

答
弁

妊
娠
期
か
ら
不

安
が
多
く
な
り
が
ち
な
多

胎
児
家
庭
に
対
し
て
、
ご

家
庭
に
応
じ
た
支
援
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
一
定
の

利
用
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

多
子
世
帯
の
保
育
所
入
所

な
ど
の
減
免
措
置
も
あ
り
、

さ
ら
な
る
充
実
に
向
け
、

今
後
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

質
問　

飼
い
主
の
い
な

い
猫
の
問
題
を
殺
処
分
で

は
な
く
、
不
妊
手
術
に

よ
っ
て
解
決
し
よ
う
と
す

る
行
政
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
支
援
す
る
事
業
「
さ
く

ら
ね
こ
無
料
不
妊
手
術
事

業
」
に
、
現
在
24
％
の
自

治
体
が
登
録
さ
れ
て
い
る

が
、
本
市
の
登
録
へ
の
見

解
は
。

答
弁

現
在
、
府
内
で

こ
の
事
業
に
協
力
し
て
い

る
病
院
は
京
都
市
内
で
１

院
の
み
で
、
個
人
か
ら
の

相
談
の
際
に
は
、
情
報
提

供
に
努
め
て
い
く
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

上 羽 和 幸
公明党議員団

伴
走
型
相
談
支
援
で

子
育
て
環
境
の
充
実
を

的
確
な
支
援
に
努
め
る

質
問　

国
は
妊
娠
・
出

産
時
に
計
10
万
円
相
当
の

給
付
に
よ
る
経
済
的
支
援

と
、
妊
娠
期
か
ら
出
産
・

産
後
、
育
児
期
ま
で
全
て

の
妊
婦
や
子
育
て
家
庭
に

寄
り
添
う
伴
走
型
相
談
支

援
を
一
体
的
に
実
施
す
る

た
め
の
「
出
産
・
子
育
て

応
援
交
付
金
」
を
創
設
し

た
。
市
の
今
後
の
取
り
組

み
を
問
う
。

答
弁

こ
の
制
度
を
活

用
し
、
全
て
の
妊
婦
や
子

育
て
家
庭
が
安
心
し
て
、

出
産
や
子
育
て
が
で
き
る

よ
う
、
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
的
確
な
支
援
が
で
き
る

体
制
づ
く
り
に
努
め
た
い
。

質
問　

経
済
的
支
援
の

給
付
は
、
伴
走
型
相
談
支

援
と
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
実
施

す
る
こ
と
で
、
相
談
実
施

機
関
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
し

や
す
く
な
り
、
必
要
な
支

援
が
確
実
に
届
く
環
境
を

目
指
し
て
い
る
。
給
付
の

形
態
は
、
妊
産
婦
の
応
援

に
な
る
よ
う
な
提
供
方
法

を
願
う
。
経
済
効
果
も
可

能
で
あ
り
、
見
解
を
問
う
。

答
弁

早
期
に
対
応
す

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
現

金
給
付
も
視
野
に
あ
る
が
、

出
産
や
育
児
に
利
用
す
る

応
援
ギ
フ
ト
と
い
う
本
給

付
金
制
度
の
趣
旨
か
ら
も
、

よ
り
効
果
的
な
給
付
方
法

を
検
討
し
た
い
。

一
般
質
問

QA

妊娠・出産・子育て家族の応援

即応体制の救急車

QA

給
付
は
応
援
を

届
け
る
形
態
で

効
果
的
方
法
を
検
討

QQAA

QA
保
護
猫
活
動
に

対
す
る
支
援
は

情
報
提
供
に
努
め
る

QQAA

QA

社会で支える多胎児家庭

あ
ら
ま
し

委
員
会
審
査

討　

論

採
決
結
果

一
般
質
問

臨
時
会
の
あ
ら
ま
し

議
員
の
抱
負

決　

議

「
わ
が
ま
ち
ト
ー
ク
」

開
催
予
定

基
本
条
例
実
行

計
画
を
策
定

特
別
委
員
会
を

設　

置

定
例
会
の
予
定

議
会
Ｐ
Ｒ

編
集
後
記

10令和5年2月8日

質 般
一
般QA

あ
ら
ま
し

委

10令和5年2月8日

一般質問令和4年12月14日、15日、16日に本会議を開き、21人が一般質問を行いました。
質問・答弁の要旨は次のとおりです。



小 杉 悦 子
日本共産党議員団

国
保
・
介
護
保
険
料

減
免
の
拡
充
を
望
む

基
準
の
見
直
し
な
ど

国
に
要
望

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に

よ
り
、
国
保
・
介
護
の
保

険
料
負
担
が
困
難
な
方
に
、

国
が
新
た
に
減
免
制
度
を

設
け
た
。
①
減
免
の
効
果

は
。
②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
に
加
え
、

物
価
高
騰
の
影
響
は
長
期

的
に
続
い
て
い
る
た
め
、

減
免
制
度
の
充
実
に
つ
い

て
市
の
考
え
を
問
う
。

答
弁

①
さ
ま
ざ
ま
な

事
情
を
抱
え
て
い
る
方
の

負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
。

②
減
免
を
必
要
と
す
る
方

が
適
切
に
対
象
と
な
る
よ

う
、
基
準
の
見
直
し
や
、

国
保
分
に
つ
い
て
は
、
傷

病
手
当
の
全
額
補
助
の
継

続
、
支
給
対
象
の
拡
大
を

国
に
要
望
し
て
い
る
。

質
問　

厚
労
省
は
介
護

保
険
の
改
正
を
議
論
し
て

い
る
。「
介
護
事
業
所
の

経
営
悪
化
」「
利
用
控
え
」

「
重
度
化
を
招
く
」
な
ど
、

強
い
反
対
意
見
が
あ
る
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
構
築
に
尽

力
さ
れ
て
き
た
本
市
は
、

反
対
の
声
を
上
げ
る
べ
き

と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

答
弁

来
年
度
に
第
９

期
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

を
策
定
す
る
予
定
で
あ
り
、

改
正
の
内
容
は
、
計
画
に

反
映
さ
せ
る
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
国

の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

鴨 田 秋 津
市民クラブ舞鶴議員団

中
学
校
部
活
動
の
改
革

今
後
の
進
め
方
は

関
係
者
の
協
議
体
を

設
置
し
、
周
知
に
努
め
る

質
問　

中
学
校
の
部
活

動
改
革
を
進
め
る
に
当
た

り
、
前
回
の
質
問
時
に
、

部
活
動
と
地
域
ス
ポ
ー
ツ

と
が
密
に
協
力
で
き
る
体

制
を
構
築
す
る
必
要
性
と
、

実
効
性
あ
る
市
役
所
組
織

の
設
置
が
必
須
で
あ
る
と

指
摘
し
た
。
こ
れ
ら
の
提

案
を
踏
ま
え
、
来
年
度
か

ら
の
部
活
動
改
革
を
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
か
。

答
弁

来
年
度
は
市
の

関
係
課
と
連
携
の
も
と
、

ス
ポ
ー
ツ
団
体
、
学
校
関

係
団
体
や
専
門
家
等
か
ら

な
る
協
議
会
を
設
置
し
、

本
市
の
実
情
に
あ
っ
た
地

域
移
行
の
議
論
を
深
め
る
。

競
技
関
係
者
に
理
解
さ
れ

る
周
知
方
法
も
検
討
す
る
。

質
問　

世
界
的
人
気
が

高
い
サ
ッ
カ
ー
。
本
市
に

は
伊
佐
津
川
運
動
公
園
に

人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
整

備
さ
れ
て
い
る
が
、
ナ
イ

タ
ー
設
備
が
な
い
点
が
課

題
で
あ
る
。
関
係
者
か
ら

は
、
設
備
導
入
の
要
望
を

多
数
い
た
だ
い
て
い
る
が
、

市
の
考
え
を
問
う
。

答
弁

ナ
イ
タ
ー
の

設
置
等
に
は
多
額
の
費
用

を
要
す
る
た
め
、
既
に
ナ

イ
タ
ー
設
備
が
あ
る
ス

ポ
ー
ツ
施
設
の
利
用
状
況

や
ニ
ー
ズ
、
コ
ス
ト
等
を

踏
ま
え
、
ナ
イ
タ
ー
施
設

全
体
の
在
り
方
を
検
討
す

る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

水 嶋 一 明
自民党鶴政クラブ議員団

新
西
消
防
署
の
進
捗
状
況
と

竣
工
の
見
通
し
は

２
カ
年
計
画
で
、

令
和
７
年
度
竣
工
を
目
指
す

質
問　

こ
れ
ま
で
に
、

老
朽
化
し
た
西
消
防
署
を

新
た
に
法
務
局
隣
の
国
有

地
に
移
転
、
令
和
７
年
度

ま
で
に
建
て
替
え
を
し
、

庁
舎
再
編
を
行
う
予
定
で

あ
る
と
伺
っ
て
い
る
。
適

宜
、
進
捗
状
況
の
報
告
を

受
け
て
い
る
が
、
計
画
ど

お
り
令
和
７
年
度
完
成
予

定
で
あ
れ
ば
、
建
設
工
事

期
間
を
含
め
、
計
画
と
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ほ
ぼ
固

ま
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
、
新
た
に
建
設
さ

れ
る
西
消
防
署
の
庁
舎

は
、
防
災
拠
点
と
し
て

ど
の
よ
う
な
コ
ン
セ
プ

ト
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

進
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、

経
過
も
含
め
、
市
の
見

解
を
問
う
。

答
弁

本
年
度
事
業

の
う
ち
、
西
消
防
署
整

備
に
伴
う
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
利
用
実
現
可

能
性
調
査
と
基
本
設
計
が

完
了
し
て
い
る
。
ま
た
、

庁
舎
移
転
場
所
の
確
保
は
、

旧
軍
港
市
国
有
財
産
処
理

審
議
会
で
、
消
防
署
お
よ

び
消
防
訓
練
場
敷
地
と
し

て
譲
与
す
る
こ
と
が
10
月

３
日
に
承
認
さ
れ
た
。
現

在
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
対

応
可
能
な
防
災
拠
点
、
人

に
も
環
境
に
も
や
さ
し
い

庁
舎
づ
く
り
を
基
本
に
、

来
年
度
か
ら
工
事
を
進
め
、

令
和
７
年
度
の
竣
工
を
目

指
す
。

一
般
質
問

QA

ナイター設備が望まれる
人工芝グラウンド

介
護
保
険
改
悪

反
対
の
意
見
を

国
の
動
き
を
注
視

QQAA

QA

QA

新西消防署建設予定地

安心できる介護保険制度に

サ
ッ
カ
ー
施
設
に

ナ
イ
タ
ー
を

ナ
イ
タ
ー
施
設

全
体
で
検
討

QQAA

あ
ら
ま
し

委
員
会
審
査

討　

論

採
決
結
果

一
般
質
問

臨
時
会
の
あ
ら
ま
し

議
員
の
抱
負

決　

議

「
わ
が
ま
ち
ト
ー
ク
」

開
催
予
定

基
本
条
例
実
行

計
画
を
策
定

特
別
委
員
会
を

設　

置

定
例
会
の
予
定

議
会
Ｐ
Ｒ

編
集
後
記

11 まいづる市議会だよりNo.184

質 般
一
般QA

一般質問令和4年12月14日、15日、16日に本会議を開き、21人が一般質問を行いました。
質問・答弁の要旨は次のとおりです。



野 瀬 貴 則

投
票
率
向
上
に
資
す
る

取
り
組
み
拡
充
を

課
題
が
多
い
が

積
極
的
に
取
り
組
む

質
問

直
近
の
市
議
選

で
は
、
投
票
率
が
50
・

１
％
と
過
去
最
低
と
な
っ

た
。
投
票
率
向
上
に
向
け
、

投
票
所
へ
行
く
の
が
困
難

な
方
に
対
し
て
、
現
状
の

制
度
で
は
、
郵
便
等
に
よ

る
不
在
者
投
票
の
対
象
と

な
ら
な
い
方
が
多
い
。
タ

ク
シ
ー
等
に
よ
る
移
動
支

援
が
必
要
で
は
。

答
弁

投
票
機
会
の
確

保
に
資
す
る
も
の
で
あ
る

が
、
経
費
や
人
員
の
確
保

に
課
題
が
あ
る
。
有
権
者

の
投
票
の
機
会
の
確
保
に

努
め
る
。

質
問

各
投
票
所
に
お

け
る
投
票
立
会
人
等
の
選

任
を
自
治
会
に
依
頼
で
は

な
く
、
公
募
に
よ
り
希
望

者
を
募
集
し
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
郊
外
の
投
票
所
で

は
、
夜
間
の
投
票
者
が
非

常
に
少
な
い
。
投
票
時
間

の
繰
り
上
げ
の
検
討
に
つ

い
て
、
市
の
見
解
を
問
う
。

答
弁

立
会
人
等
の
選

任
を
自
治
会
の
ご
協
力
に

よ
り
確
保
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
各
自
治
会
の
ご
意

見
を
伺
う
中
で
、
公
募
等

に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

投
票
時
間
の
繰
り
上
げ
は
、

20
の
投
票
所
で
夜
間
の
投

票
者
が
５
人
以
下
で
あ
っ

た
。
京
都
府
選
挙
管
理
委

員
会
と
も
相
談
し
な
が
ら

検
討
を
行
う
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

高 橋 秀 策
会派に所属しない議員

新政クラブ議員団

全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
の
成
果
は

学
力
向
上
に

つ
な
げ
て
い
る

質
問　

本
市
の
子
ど
も

た
ち
に
は
「
舞
鶴
市
教
育

振
興
大
綱
」
に
あ
る
よ
う

に
、
ふ
る
さ
と
舞
鶴
を
愛

し
夢
に
向
か
っ
て
将
来
を

切
り
拓
い
て
も
ら
い
た
い
。

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
が
令
和
４
年
春
に
実
施

さ
れ
、
教
育
施
策
の
成
果

や
課
題
を
検
証
す
る
と

伺
っ
て
い
る
が
、
改
め
て

以
下
の
こ
と
に
つ
い
て
市

の
見
解
を
問
う
。
①
全
国

学
力
・
学
習
状
況
調
査
の

目
的
と
内
容
は
。
②
本
市

の
子
ど
も
た
ち
の
学
力
や

学
習
状
況
の
分
析
と

課
題
は
。
③
課
題
を

踏
ま
え
た
学
力
向
上

の
取
り
組
み
は
。

答
弁

①
全
国
的

な
学
習
状
況
を
把

握
・
分
析
し
、
教
育

施
策
の
成
果
と
課
題

を
検
証
し
、
改
善
を

図
る
。
②
正
答
率
は
、

小
学
校
６
年
で
国
語
と
算

数
が
全
国
平
均
、
理
科
は

上
回
っ
て
い
る
。
中
学
校

３
年
は
国
語
が
全
国
平
均
、

数
学
と
理
科
は
下
回
っ
て

い
る
。
授
業
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
の
活
用
は
全
国
と
比

べ
利
用
率
が
高
く
、
中
学

校
で
は
全
国
平
均
の
約
３

倍
で
あ
る
。
③
教
員
の
意

識
を
変
え
る
授
業
改
善
、

時
代
に
求
め
ら
れ
る
資
質

能
力
や
学
力
を
身
に
付
け
、

能
動
的
に
学
び
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
児
童
生
徒
を

育
成
す
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

小 谷 繁 雄
公明党議員団

静
渓
ポ
ン
プ
場
の

工
事
進
捗
と
運
用
方
法
は

１
月
中
旬
か
ら
工
事
を

進
め
高
潮
時
に
も
対
応

質
問　

高
野
川
の
浸
水

対
策
と
な
る
静
渓
ポ
ン
プ

場
の
土
木
工
事
進
捗
状
況

と
、
高
潮
時
に
お
い
て
周

辺
地
域
で
道
路
冠
水
が
発

生
し
た
場
合
、
排
水
ポ
ン

プ
の
運
転
が
有
用
と
考
え

る
が
、
市
の
見
解
を
問
う
。

答
弁

河
床
か
ら
想
定

外
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造

物
が
確
認
さ
れ
た
が
、
１

月
中
旬
か
ら
の
工
事
着
手

に
向
け
準
備
を
進
め
て
い

る
。
ま
た
、
気
象
予
報
な

ど
で
大
雨
や
高
潮
が
予
想

さ
れ
、
一
定
基
準
に
達
し

た
場
合
の
排
水
ポ
ン
プ
の

運
転
は
、
高
潮
時
に
も
効

果
が
あ
る
も
の
と
考
え
る
。

質
問　

介
護
、
障
害
、

子
育
て
な
ど
、
縦
割
り
の

制
度
で
は
、
対
応
が
難
し

い
複
合
的
な
課
題
に
対
し
、

一
人
一
人
の
状
況
を
相
談

に
よ
り
把
握
し
、
必
要
な

支
援
に
つ
な
ぐ
「
断
ら
な

い
相
談
窓
口
」
の
施
策
を

推
進
す
る
た
め
、
国
は
、

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事

業
を
創
設
し
た
。
本
市
の

取
り
組
み
を
問
う
。

答
弁

複
合
・
複
雑
化

し
た
支
援
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
た
め
、
各
分
野
の
支

援
へ
と
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
機
能
を
確
立
し
、

地
域
福
祉
の
中
核
と
な
る

社
会
福
祉
協
議
会
や
各
関

係
機
関
と
協
議
を
進
め
る
。

一
般
質
問

QA

工事準備中の静渓ポンプ場
建設現場

投票環境も時代に合わせ変化していく

断
ら
な
い
相
談
窓
口
の

充
実
は

関
係
機
関
と
連
携
し

整
備

QQAA

QA

QA

立
会
人
と
投
票
時
間
の

今
後
は

ご
意
見
を
伺
い

検
討
し
て
い
く

QQAA

ＩＣＴ機器の活用は、全国の３倍

5市2町における一番早い
投票終了時間

伊根町、福知山市、
京丹後市、与謝野町、宮津市

綾部市

舞鶴市

午後6時
まで

午後7時
まで

午後8時
まで

あ
ら
ま
し

委
員
会
審
査

討　

論

採
決
結
果

一
般
質
問

臨
時
会
の
あ
ら
ま
し

議
員
の
抱
負

決　

議

「
わ
が
ま
ち
ト
ー
ク
」

開
催
予
定

基
本
条
例
実
行

計
画
を
策
定

特
別
委
員
会
を

設　

置

定
例
会
の
予
定

議
会
Ｐ
Ｒ

編
集
後
記

12令和5年2月8日

質 般
一
般QA

あ
ら
ま
し

委

12令和5年2月8日

一般質問令和4年12月14日、15日、16日に本会議を開き、21人が一般質問を行いました。
質問・答弁の要旨は次のとおりです。



小 西 洋 一
日本共産党議員団

本
市
の
鳥
獣
被
害
対
策
の

方
針
に
つ
い
て

「
捕
獲
」
と
「
防
除
」

両
輪
で
取
り
組
む

質
問　
「
昔
は
檻
の
中

に
入
っ
て
い
た
の
は
動
物

だ
っ
た
け
ど
、
今
は
檻
の

中
に
入
っ
て
い
る
の
は
人

間
に
な
っ
た
。
深
刻
な
鳥

獣
被
害
を
何
と
か
し
て
ほ

し
い
」
と
、
農
業
委
員
か

ら
話
を
聞
い
た
。
通
学
路

や
民
家
の
軒
先
ま
で
ク
マ

が
侵
入
し
て
い
る
。
本
市

の
鳥
獣
被
害
と
捕
獲
頭
数

の
状
況
、
今
後
の
鳥
獣
被

害
対
策
の
方
針
は
。

答
弁

令
和
３
年
の
被

害
額
は
１
２
０
９
万
円
。

令
和
４
年
４
月
か
ら
10
月

ま
で
の
捕
獲
頭
数
は
シ
カ
、

イ
ノ
シ
シ
な
ど
計
２
５
４

７
頭
を
捕
獲
し
て
い
る
。

市
内
の
３
支
部
猟
友
会
や

地
域
と
の
連
携
で
「
捕

獲
」
と
「
防
除
」
の
両
輪
で

取
り
組
ん
で
い
く
。

質
問　

先
の
市
議
選
で

市
民
か
ら
医
療
問
題
の
声

を
多
く
聞
い
た
。「
診
療

科
が
減
り
、
福
知
山
や
綾

部
の
病
院
ま
で
行
か
ん
な

ん
」「
市
外
の
病
院
ま
で

行
け
ば
、
交
通
費
が
１
万

円
に
も
な
る
」
等
々
。
こ

の
４
年
間
の
変
化
を
問
う
。

答
弁

公
的
４
病
院
の

常
勤
医
は
、
平
成
30
年
比

で
計
５
人
減
少
し
て
い
る

が
、
非
常
勤
医
師
の
確
保

や
病
院
間
連
携
に
よ
り
、

診
療
体
制
は
維
持
さ
れ
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

西 村 正 之
市民クラブ舞鶴議員団

大
和
紡
績
跡
地
の

誘
致
活
動
の
状
況
は

今
後
も
積
極
的
な
誘
致

活
動
を
展
開
し
て
い
く

質
問　

大
和
紡
績
跡
地

に
つ
い
て
は
、
平
地
の
成

形
地
で
豊
富
な
水
が
利
用

可
能
で
あ
る
と
い
う
有
利

な
条
件
を
持
っ
た
土
地
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、

こ
の
よ
う
な
優
位
性
を
効

果
的
に
企
業
に
発
信
し
、

実
際
の
誘
致
に
つ
な
げ
て

い
く
た
め
に
は
、
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
た
戦
略
的

な
誘
致
活
動
が
必
要
と
考

え
る
。
そ
こ
で
、
大
和
紡

績
跡
地
に
つ
い
て
は
、
用

地
の
約
２
分
の
１
を
商
業

施
設
と
し
て
活
用
さ

れ
て
い
る
が
、
残
り

約
１
万
５
千
坪
の
用

地
に
対
す
る
市
の
現

在
の
誘
致
活
動
の
状

況
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

答
弁

大
和
紡
績

跡
地
の
北
側
約
５
・

４
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
用

地
に
つ
い
て
は
、
本

市
が
持
つ
企
業
誘
致

に
お
け
る
優
位
性
に
加
え
、

豊
富
な
地
下
水
が
取
水
で

き
る
用
地
で
あ
る
こ
と
、

住
宅
地
が
近
く
労
働
力
が

確
保
し
や
す
い
環
境
で
あ

る
こ
と
な
ど
、
そ
の
強
み

や
特
色
を
前
面
に
出
し
て

Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
に
複
数
の
企
業

が
現
地
視
察
に
来
ら
れ
る

な
ど
、
新
規
立
地
に
向
け

た
誘
致
活
動
を
展
開
し
て

い
る
。
今
後
も
、
引
き
続

き
積
極
的
な
誘
致
活
動
を

展
開
し
て
ま
い
り
た
い
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

谷 川 眞 司
自民党鶴政クラブ議員団

八
島
通
り
浪
速
橋
の

安
全
対
策
を

架
け
替
え
時
に

幅
員
も
含
め
検
討
す
る

質
問　

八
島
通
り
に
架

か
る
浪
速
橋
は
、
東
舞
鶴

高
等
学
校
や
白
糸
中
学
校

の
通
学
路
に
な
っ
て
お
り
、

車
の
交
通
量
も
多
く
、
橋

上
で
車
の
接
触
事
故
も
発

生
し
て
い
る
。
こ
の
対
策

と
し
て
、
橋
梁
幅
員
を
拡

幅
す
る
と
と
も
に
、
歩
行

者
が
安
全
に
通
行
で
き
る

対
策
が
必
要
と
考
え
る
。

ま
た
、
松
島
橋
北
側
の
府

道
舞
鶴
野
原
港
高
浜
線
の

通
学
路
に
は
歩
道
が
な
い

所
も
あ
り
、
と
て
も
危
険

な
状
態
で
あ
る
。
松
島

橋
南
側
も
市
道
潮
路
通

線
と
の
交
差
点
の
歩
道

部
分
は
、
狭
く
急
勾
配

で
も
あ
り
、
車
椅
子
の

通
行
に
も
支
障
を
き
た

し
て
い
る
。
安
全
対
策

が
必
要
と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
を
問
う
。

答
弁

浪
速
橋
の
車

道
橋
の
拡
幅
に
つ
い
て

は
、
架
け
替
え
が
必
要
な

状
態
に
な
れ
ば
、
幅
員
の

見
直
し
を
含
め
、
更
新
を

検
討
す
る
。
松
島
橋
周
辺

の
安
全
対
策
に
お
い
て
、

通
学
路
の
交
通
安
全
対
策

に
つ
い
て
は
、
京
都
府
が

歩
道
設
置
の
検
討
を
さ
れ

て
お
り
、
交
差
す
る
市
道

に
つ
い
て
も
安
全
対
策
を

早
期
に
進
め
る
。
松
島
橋

南
側
の
歩
道
は
、
現
地
調

査
や
測
量
設
計
等
、
そ
の

解
消
に
向
け
、
検
討
を
進

め
る
。

一
般
質
問

QA

４
年
間
の

医
療
環
境
の
変
化
は

診
療
体
制
は

維
持
さ
れ
て
い
る

QQAA

QA

QA

安全対策が必要な松島橋周辺歩道

安心・安全な農業を

QA

今後の有効活用が期待される大和紡績跡地

あ
ら
ま
し

委
員
会
審
査

討　

論

採
決
結
果

一
般
質
問

臨
時
会
の
あ
ら
ま
し

議
員
の
抱
負

決　

議

「
わ
が
ま
ち
ト
ー
ク
」

開
催
予
定

基
本
条
例
実
行

計
画
を
策
定

特
別
委
員
会
を

設　

置

定
例
会
の
予
定

議
会
Ｐ
Ｒ

編
集
後
記
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質 般
一
般QA

一般質問令和4年12月14日、15日、16日に本会議を開き、21人が一般質問を行いました。
質問・答弁の要旨は次のとおりです。



田 畑 篤 子

障
害
者
日
常
生
活
用
具

助
成
金
支
援
見
直
し
は

活
用
し
や
す
い
事
業
に

な
る
よ
う
に
見
直
す

質
問
「
在
宅
入
浴
用

リ
フ
ト
」
の
助
成
金
支
援

に
つ
い
て
、
こ
の
補
助
用

具
は
、
部
屋
か
ら
浴
室
ま

で
の
移
送
が
で
き
る
。
介

護
費
用
と
の
比
較
は
で
き

な
い
が
、
社
会
や
人
の
暮

ら
し
、
障
害
の
変
化
に
応

じ
た
効
果
的
な
障
害
者
日

常
生
活
介
護
用
具
と
し
て
、

種
別
と
補
助
金
の
上
限
額

の
見
直
し
は
、
必
要
で
は

な
い
か
。
長
期
的
な
視
点

で
の
介
護
用
品
の
選
択
と

そ
の
支
援
に
つ
い
て
問
う
。

答
弁

機
能
の
改
良
な

ど
に
よ
り
、
用
具
の
実
勢

価
格
と
乖
離
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
日
常
生
活
用
具
の

品
目
全
体
を
見
直
す
中
で

障
害
の
あ
る
方
が
、
よ
り

活
用
し
て
い
た
だ
き
や
す

い
事
業
と
な
る
よ
う
、
見

直
し
を
図
る
。

質
問

障
害
児（
者
）支

援
法
は
、
暮
ら
し
や
す
く

す
る
た
め
の
助
成
で
あ
る
。

し
か
し
、
障
害
児
・
障
害

者
の
利
用
・
活
用
対
象
基

準
は
、
社
会
変
化
や
現
代

の
人
の
成
長
に
応
じ
た
内

容
に
変
更
さ
れ
て
い
な
い
。

現
状
に
あ
っ
た
改
正
に
つ

い
て
見
解
を
問
う
。

答
弁

今
後
、
随
時
見

直
し
を
行
い
、
身
長
・
体

重
な
ど
の
体
格
等
も
考
慮

し
、
合
理
的
で
適
正
な
給

付
に
努
め
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

福本明日香
市民クラブ舞鶴議員団

新政クラブ議員団

市
独
自
の

障
害
者
支
援
策
を

一
定
の
生
活
支
援
が
あ
り

考
え
て
い
な
い

質
問　

コ
ロ
ナ
禍
で
の

支
援
策
が
あ
る
中
「
障
害

者
に
も
光
を
当
て
た
支
援

の
充
実
を
」
と
の
声
が
多

く
あ
る
。
移
動
手
段
が
限

ら
れ
る
障
害
者
へ
の
支
援

策
と
し
て
、
市
独
自
の
交

通
券
や
商
品
券
の
支
給
に

つ
い
て
市
の
考
え
を
問
う
。

答
弁

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
や
物
価
高

騰
の
支
援
策
は
、
障
害
の

有
無
に
関
わ
ら
ず
市
が
窓

口
と
な
り
実
施
し
て
き
た
。

障
害
の
あ
る
方
に
は
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
や
年
金
、
手

帳
の
割
引
制
度
な
ど
、
一

定
の
生
活
支
援
が
講
じ
ら

れ
て
お
り
、
市
独
自
の
支

援
策
は
考
え
て
い
な
い
。

質
問　

①
子
ど
も
の
貧

困
や
環
境
に
左
右
さ
れ
な

い
社
会
を
つ
く
る
上
で
学

校
給
食
の
無
償
化
は
、
有

効
な
施
策
と
考
え
る
が
、

い
か
が
か
。
②
中
学
校
給

食
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が
、

平
成
27
年
以
降
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
な
い

理
由
は
。
③
学
校
給
食
の

高
い
残
食
率
に
つ
い
て
問

う
。答

弁

①
受
益
者
負
担

等
に
よ
り
、
保
護
者
に
も

費
用
負
担
を
お
願
い
す
る
。

②
安
定
し
た
給
食
の
実
施

に
よ
り
掲
載
し
て
い
な
い
。

③
小
学
校
で
の
調
査
は
な

く
、
中
学
校
で
は
こ
こ
数

年
横
ば
い
で
20
％
で
あ
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

松 田 弘 幸
公明党議員団

防
災
訓
練
に
フ
ェ
ー
ズ

フ
リ
ー
の
活
用
を

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で

周
知
、
啓
発
に
努
め
る

質
問　

日
本
で
は
毎
年

の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
災

害
が
発
生
し
、
被
害
が
繰

り
返
さ
れ
て
い
る
。
災
害

時
に
身
の
回
り
で
発
生
す

る
事
象
は
イ
メ
ー
ジ
し
づ

ら
く
想
像
に
基
づ
い
て
備

え
る
防
災
で
は
限
界
が
あ

る
。
そ
こ
で
生
ま
れ
た
の

が
「
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
」

と
い
う
防
災
に
関
わ
る
新

た
な
概
念
で
あ
る
。
平
常

時
と
災
害
時
の
両
方
で
差

が
な
く
利
用
で
き
、
日
常

の
価
値
と
非
常
時
の
価
値

の
両
方
を
同
時
に
高
め

る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

防
災
訓
練
に
生
か
し
、

市
民
に
周
知
す
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
が
、
市

の
考
え
は
。

答
弁

普
段
使
う
も

の
を
非
常
時
に
役
立
て

る
意
識
を
持
つ
こ
と
で
、

無
理
な
く
実
践
で
き
る

災
害
へ
の
備
え
と
し
て

有
効
と
考
え
る
。
日
頃
か

ら
利
用
す
る
缶
詰
や
レ
ト

ル
ト
食
品
等
を
多
め
に

買
っ
て
お
き
、
使
っ
た
分

だ
け
買
い
足
す
「
ロ
ー
リ

ン
グ
ス
ト
ッ
ク
」
は
、
代

表
例
と
し
て
出
前
講
座
で

周
知
に
努
め
て
い
る
。
危

険
個
所
の
把
握
、
避
難
場

所
や
避
難
ル
ー
ト
の
確
認

等
、
自
助
・
共
助
の
取
り

組
み
と
併
せ
て
出
前
講
座

や
防
災
訓
練
等
、
さ
ま
ざ

ま
な
場
面
を
通
じ
周
知
、

啓
発
に
努
め
る
。

一
般
質
問

QA

三浜地区の避難訓練状況

障害者日常生活用具

QA

QA

QA

学
校
給
食
の

無
償
化
の
考
え
は

保
護
者
負
担
が

市
の
基
本
姿
勢

QQ 

QA

利
用
活
用
対
象

基
準
の
改
正
は

改
正
し
、
適
正
給
付
に

努
め
る

QQAA

笑顔あふれる学校給食

あ
ら
ま
し

委
員
会
審
査

討　

論

採
決
結
果

一
般
質
問

臨
時
会
の
あ
ら
ま
し

議
員
の
抱
負

決　

議

「
わ
が
ま
ち
ト
ー
ク
」

開
催
予
定

基
本
条
例
実
行

計
画
を
策
定

特
別
委
員
会
を

設　

置

定
例
会
の
予
定

議
会
Ｐ
Ｒ

編
集
後
記

14令和5年2月8日

質 般
一
般QA

あ
ら
ま
し

委

14令和5年2月8日

一般質問令和4年12月14日、15日、16日に本会議を開き、21人が一般質問を行いました。
質問・答弁の要旨は次のとおりです。



眞 下 隆 史
新政クラブ議員団

地
域
学
を
生
か
し

地
元
を
愛
す
る
教
育
へ

地
域
と
学
校
が
連
携
し
た

地
域
づ
く
り
を
展
開

質
問　

児
童
生
徒
に
対

し
地
域
学
を
使
っ
て
地
元

を
知
る
こ
と
は
、
ふ
る
さ

と
舞
鶴
に
愛
着
を
持
つ
こ

と
に
つ
な
が
る
。
大
浦
小

学
校
で
は
授
業
の
一
環
で

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
て
、

地
元
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
を
作

成
し
一
人
一
人
が
参
観
日

で
発
表
し
た
。
ま
さ
に
地

域
学
で
あ
り
感
心
す
る
が
、

今
後
は
さ
ら
に
地
元
の
大

人
が
関
わ
る
必
要
が
あ
り
、

人
材
確
保
に
向
け
地
域
づ

く
り
支
援
課
と
教
育
委
員

会
が
強
固
な
連
携
・

役
割
分
担
で
地
域
学

の
推
進
に
取
り
組
む

べ
き
と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
を
問
う
。

答
弁

大
浦
小
学

校
で
は
、
総
合
的
な

学
習
の
時
間
を
「
大

浦
未
来
学
」
と
名
付

け
、
地
域
の
方
々
と

連
携
し
、
課
題
解
決

型
学
習
を
積
極
的
に
進
め

て
い
る
。
地
域
学
の
推
進

は
、
地
域
と
学
校
が
連
携

す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
と

大
人
が
と
も
に
学
び
合
い

地
域
の
誇
り
と
愛
着
を
醸

成
し
、
人
材
の
発
掘
と
担

い
手
の
育
成
に
つ
な
が
る

と
認
識
し
て
い
る
。
地
域

と
学
校
が
連
携
し
た
地
域

学
は
、
ま
さ
に
地
域
づ
く

り
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ

り
、
大
浦
地
域
で
の
活
動

を
市
内
地
域
へ
と
広
げ
て

い
け
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

山本治兵衛
新政クラブ議員団

地
域
経
済
の
活
性
化
に

地
域
通
貨
の
導
入
を

地
域
経
済
の
好
循
環
を

生
み
出
す
今
後
の
課
題

質
問　

地
域
経
済
を
浮

揚
さ
せ
る
に
は
、
財
源
を

確
保
し
地
域
に
循
環
さ
せ

る
こ
と
や
、
市
税
収
入
の

一
部
を
市
民
へ
再
分
配
さ

せ
る
こ
と
が
有
効
な
財
政

施
策
で
あ
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
個
別
に
行
っ
て
き

た
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事

業
や
冬
グ
ル
メ
ク
ー
ポ
ン

な
ど
は
経
済
施
策
と
し
て

大
き
な
効
果
が
あ
っ
た
も

の
の
、
事
業
ご
と
で
発
券

の
経
費
も
必
要
と
な
り
、

地
域
循
環
型
の
共
通
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

今
後
も
経
済
対
策
は
行
わ

れ
て
い
く
こ
と
も
想
定
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の

自
治
体
で
も
取
り
組
ま
れ

て
い
る
地
域
通
貨
を
舞
鶴

市
で
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁

地
域
内
で
の
資

金
循
環
と
地
域
外
か
ら
資

金
を
獲
得
し
て
舞
鶴
市
内

の
地
域
経
済
を
拡
大
す
る

こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
今

後
も
さ
ま
ざ
ま
な
財
源
を

確
保
し
て
地
域
経
済
の
好

循
環
を
生
み
出
す
よ

う
努
め
た
い
。
一
方

で
、
地
域
通
貨
の
導

入
に
つ
い
て
は
、
利

用
店
舗
が
求
め
る
期

待
感
や
潜
在
的
ニ
ー

ズ
、
地
域
経
済
へ
の

貢
献
度
を
よ
く
把
握

す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
た
め
、
今
後
の

課
題
と
し
た
い
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

杉 島 久 敏
公明党議員団

て
ん
か
ん
発
作
発
症
の

児
童
生
徒
へ
の
対
応
は

薬
の
使
用
法
・
研
修
が

必
要
と
認
識
し
て
い
る

質
問　

て
ん
か
ん
の
児

童
生
徒
が
、
学
校
内
で
実

際
に
て
ん
か
ん
発
作
を
起

こ
し
た
場
合
は
、
30
分
以

内
に
発
作
を
抑
え
る
治
療

等
を
講
じ
な
け
れ
ば
、
脳

に
重
い
障
害
を
残
す
可
能

性
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。
文
科
省
で
は
、
学
校

な
ど
で
児
童
生
徒
が
て
ん

か
ん
発
作
を
起
こ
し
た
場

合
、
教
職
員
ら
が
迅
速
に

治
療
薬
「
ブ
コ
ラ
ム
口
腔

用
液
」
を
投
与
で
き
る
こ

と
を
関
係
者
に
知
ら
せ
る

事
務
連
絡
を
発
出
し
、
周

知
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

学
校
側
へ
の
伝
達
、
教
職

員
へ
の
研
修
機
会
は
ど
の

よ
う
に
実
施
さ
れ
た
の
か
。

答
弁

全
小
中
学
校
の

約
半
数
の
学
校
に
て
ん
か

ん
疾
病
を
有
す
る
児
童
生

徒
が
在
籍
し
て
い
る
が
、

保
護
者
か
ら
ブ
コ
ラ
ム
使

用
の
依
頼
を
受
け
て
い
な

い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

て
ん
か
ん
発
作
発
生
の
危

険
性
に
つ
い
て
も
併
せ
て

把
握
し
て
い
る
。
国
か
ら

発
出
さ
れ
た
事
務
連
絡
は
、

各
小
中
学
校
長
あ
て
に
通

知
を
出
し
周
知
を

行
っ
て
い
る
。
教

職
員
に
対
す
る
ブ

コ
ラ
ム
投
与
に
係

る
研
修
を
実
施
し

て
い
る
学
校
は
な

い
が
、
具
体
的
な

使
用
方
法
等
の
研

修
が
必
要
と
認
識

し
て
い
る
。

一
般
質
問

QA

プレミアム商品券を地域通貨で

QA

QA

QAブコラム口腔溶液の使用法

地元を紹介した大浦小
児童作成のＰＲポスター

QA

あ
ら
ま
し

委
員
会
審
査

討　

論

採
決
結
果

一
般
質
問

臨
時
会
の
あ
ら
ま
し

議
員
の
抱
負

決　

議

「
わ
が
ま
ち
ト
ー
ク
」

開
催
予
定

基
本
条
例
実
行

計
画
を
策
定

特
別
委
員
会
を

設　

置

定
例
会
の
予
定

議
会
Ｐ
Ｒ

編
集
後
記

15 まいづる市議会だよりNo.184

質 般
一
般QA

一般質問令和4年12月14日、15日、16日に本会議を開き、21人が一般質問を行いました。
質問・答弁の要旨は次のとおりです。



令和５年 第１回臨時会のあらまし令令和和 年年 第第 回回臨臨時時会会のああららまましししし令和５年 第１回臨時会のあらまし令令令和和和５５５年年年 第第第１１１回回回臨臨臨時時時会会会のののあああらららまままししし令和５年 第１回臨時会のあらまし
●令和5年第1回臨時会を1月16日（月）に開催しました。●●●令和5年第1回臨時会を1月16日（月）に開催しました。令令和5年第1回臨時会を1月16日（月）に開催しました。

上羽和幸議員を議長に選出しました。
議会提案の「議会の信頼回復に関する決議」について、討論を行い、採決の結果、
全会一致で可決しました。

常
任
委
員
会
の
主
な
審
査
内
容

　令和5年1月6日、本市議会の議長が、不祥
事の事実を市民にも議会にも報告せず、虚偽
の説明を繰り返し、議員を辞職する事態とな
りました。
　これはまさに人としての倫理・道徳に反す
る行為であり、市民の皆さまの負託に応える
べき議会への信頼を、大きく失墜させた結果
となりましたことに対しまして、市民の皆さ
まに心からお詫び申し上げます。
　本市議会といたしましては、今回の件を一個人としての問題ではなく、議会全体の姿勢が問
われていることとして、重く受け止め、議員一人ひとりが襟を正し、真に市民の負託に応えら
れますよう努めますとともに、議会一丸となって皆さまの信頼を回復できますよう全力を尽く
して活動してまいります。

文
に
の
っ
と
り
、
こ
の
事
例

を
一
個
人
の
不
祥
事
と
し
て

と
ど
め
る
こ
と
な
く
、
我
々

議
員
の
一
人
ひ
と
り
が
襟
を

正
す
事
例
と
し
て
真
摯
に
受

け
止
め
、
議
会
政
治
の
原
点

を
再
確
認
し
、
真
に
市
民
の

負
託
に
応
え
ら
れ
る
議
会
活

動
を
誓
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
本
市
議
会
は
、
自

ら
が
市
民
の
負
託
を
受
け
た

議
員
で
あ
る
と
い
う
地
方
自

治
の
本
旨
に
返
っ
て
、
法
令

を
遵
守
し
、
市
議
会
に
対
す

る
市
民
の
信
頼
を
回
復
す
る

た
め
に
全
力
を
尽
く
す
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　

以
上
、
決
議
す
る
。

　

第
１
回
臨
時
会
に
お
い
て

議
会
運
営
委
員
会
で
発
議
し
、

可
決
し
た
決
議
は
次
の
と
お

り
で
す
。

▽
議
会
の
信
頼
回
復
に
関
す

る
決
議

　

議
員
は
、
市
民
の
負
託
に

よ
り
市
政
に
係
る
職
責
を
有

し
、
そ
の
負
託
に
応
え
る
た

め
、
政
治
倫
理
の
向
上
と
確

立
に
努
め
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

人
と
し
て
の
倫
理
・
道
徳
が

求
め
ら
れ
る
こ
と
を
深
く
認

識
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
こ
の
た
び
、
現

職
議
長
が
罰
金
30
万
円
の
略

式
命
令
を
受
け
る
不
祥
事
が

判
明
し
、
こ
の
事
実
を
市
民

に
も
議
会
に
も
報
告
せ
ず
虚

偽
の
説
明
を
繰
り
返
し
、
こ

れ
に
よ
り
議
員
辞
職
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
市
議
会
は
、「
舞
鶴
市
議

会
基
本
条
例
」
に
あ
る
「
市

民
の
代
表
と
し
て
、
常
に
良

心
と
責
任
感
を
も
っ
て
品
位

の
保
持
に
努
め
る
こ
と
」の
条

第
１

議
会
運

可
決
し

り
で
す

▽
議
会

る
決
議

議
員

よ
り
市

し
、
そ

め
、
政

立
に
努

り
ま

人
と

求
め
ら

識
し
な

し
職
議
長

式
命
令

判
明

に
も
議

偽
の
説

れ
に

と
と
な

本
市

会
基

民
の
代

心
と
責

の
保
持

舞 鶴 市 議 会

決　　　議決　　　議

決議の提案説明をする今西議会運営委員長

あ
ら
ま
し

委
員
会
審
査

討　

論

採
決
結
果

一
般
質
問

臨
時
会
の
あ
ら
ま
し

議
員
の
抱
負

決　

議

「
わ
が
ま
ち
ト
ー
ク
」

開
催
予
定

基
本
条
例
実
行

計
画
を
策
定

特
別
委
員
会
を

設　

置

定
例
会
の
予
定

議
会
Ｐ
Ｒ

編
集
後
記

16令和5年2月8日



常
任
委
員
会
の
主
な
審
査
内
容

決
議
第
１
号
に
賛
成

す
る
。

　

こ
の
た
び
の
現
職
舞
鶴

市
議
会
議
長
の
議
員
辞
職

に
関
し
、
結
果
と
し
て
最

悪
の
形
で
世
間
に
広
ま
っ

た
こ
と
は
大
変
残
念
で
あ

る
。
議
会
に
お
い
て
、
議

長
の
選
出
に
は
全
議
員
が

責
任
を
負
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。
前
議
長
に
は
、
市
民

の
間
で
い
く
つ
か
の
疑
惑

が
あ
っ
た
。
議
長
選
出
の

際
に
は
、
市
民
感
情
を
考

慮
さ
れ
た
議
員
が
他
の
議

員
に
説
明
を
し
、
ま
た
、

雑
誌
社
に
よ
り
多
く
の
市

民
に
前
議
長
の
疑
惑
に
係

る
記
事
が
ば
ら
ま
か
れ
た

こ
と
か
ら
、
前
議
長
に
対

し
て
事
実
を
明
ら
か
に
す

る
よ
う
申
し
入
れ
を
さ
れ

た
が
、
非
公
開
の
場
で
の

話
し
合
い
と
な
っ
た
。
前

議
長
の
言
葉
を
信
じ
る
に

せ
よ
、
信
じ
な
い
に
せ

よ
、
き
ち
ん
と
市
民
に
説

明
す
る
こ
と
な
く
、
事
を

収
め
よ
う
と
し
た
こ
と

で
、
返
っ
て
事
を
大
き
く

し
て
し
ま
っ
た
。
議
会
内

の
決
定
に
つ
い
て
、
し
っ

か
り
と
し
た
話
し
合
い
が

必
要
で
あ
っ
た
こ
と
を
反

省
し
、
開
か
れ
た
議
会
、

議
会
の
透
明
性
を
市
民
に

示
し
、
市
議
会
に
対
す
る

信
頼
回
復
に
全
力
を
尽
く

す
こ
と
に
賛
成
す
る
。

議会の透明性を示し、
信頼回復に努める

会派に所属しない議員

討 論討 論

決
議
第
１
号
に
賛
成

す
る
。

　

今
回
の
不
祥
事
に
関
し

て
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
心

か
ら
お
詫
び
申
し
上
げ
ま

す
。
市
民
に
開
か
れ
た
議

会
を
目
指
し
議
会
改
革
を

進
め
「
舞
鶴
市
議
会
基
本

条
例
」
を
策
定
し
た
。
そ

の
根
底
に
あ
る
の
は
、

「
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
」

「
議
会
機
能
の
充
実
」「
効

率
的
・
効
果
的
な
議
会
運

営
」
で
あ
る
。
議
員
の
活

動
原
則
に
は
「
市
民
の
代

表
と
し
て
、
常
に
良
心
と

責
任
感
を
も
っ
て
品
位
の

保
持
に
努
め
る
こ
と
」
な

ど
市
民
の
信
頼
・
負
託
に

応
え
る
よ
う
定
め
て
お

り
、
そ
の
考
え
に
沿
っ
て

進
め
て
き
た
が
、
今
回
の

議
員
辞
職
は
大
変
残
念
で

あ
る
。

　

議
会
と
執
行
機
関
と
は

車
の
両
輪
と
よ
く
言
わ
れ

る
。
執
行
機
関
は
市
民
生

活
に
関
わ
る
政
策
等
を
提

案
し
、
そ
れ
を
議
決
機
関

で
あ
る
議
会
が
審
議
を
す

る
。「
議
会
の
役
目
」「
議

員
の
役
目
」
を
し
っ
か
り

と
自
覚
し
、
市
勢
発
展
、

市
民
福
祉
の
向
上
に
し
っ

か
り
と
取
り
組
む
こ
と

が
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
信

頼
回
復
に
つ
な
が
る
こ
と

で
あ
る
と
申
し
上
げ
、
賛

成
討
論
と
す
る
。

市民の皆さんに
開かれた議会を目指して

会派に所属しない議員

討 論討 論

決
議
第
１
号
に
賛
成

す
る
。

　
「
児
童
ポ
ル
ノ
所
持
罰

金
、
舞
鶴
市
議
長
公
表
せ

ず
」
の
新
聞
報
道
が
あ

り
、
鯛
慶
一
氏
は
事
実
を

認
め
、
辞
職
し
た
。
辞
職

は
当
然
。

　

鯛
慶
一
議
員
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
か
ら
い
く

つ
か
の
わ
い
せ
つ
疑
惑
が

指
摘
さ
れ
て
き
た
。
党
議

員
団
は
、
二
次
被
害
に
対

す
る
配
慮
か
ら
慎
重
な
対

応
を
し
て
き
た
。
令
和
元

年
の
副
議
長
選
の
時
も
、

こ
の
件
は
、
選
出
会
派
か

ら
も
、
本
人
か
ら
も
明
ら

か
に
さ
れ
な
か
っ
た
。

よ
っ
て
、
党
議
員
団
は

「
議
長
に
ふ
さ
わ
し
く
な

い
」
と
の
理
由
で
反
対
し

た
。
疑
惑
が
払
拭
さ
れ
な

い
ま
ま
、
鯛
慶
一
議
員
を

議
長
に
選
出
し
た
新
政
ク

ラ
ブ
議
員
団
と
、
先
の
市

議
選
で
公
認
し
た
自
民
党

舞
鶴
支
部
の
責
任
も
重
大

で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
猛

省
を
求
め
、
市
民
に
対
し

て
公
式
な
見
解
表
明
を
求

め
る
。
日
本
共
産
党
は
、

女
性
は
も
ち
ろ
ん
、
男
性

や
子
ど
も
も
含
め
、
性
を

商
品
化
す
る
こ
と
は
、
全

て
の
人
へ
の
人
権
じ
ゅ
う

り
ん
と
考
え
る
。
議
員
団

と
し
て
も
、
失
わ
れ
た
市

議
会
の
信
頼
回
復
に
全
力

を
挙
げ
る
決
意
を
述
べ
、

賛
成
す
る
。

選出会派の責任は重大
猛省求め賛成

日本共産党議員団

討 論討 論

あ
ら
ま
し

委
員
会
審
査

討　

論

採
決
結
果

一
般
質
問

臨
時
会
の
あ
ら
ま
し

議
員
の
抱
負

決　

議

「
わ
が
ま
ち
ト
ー
ク
」

開
催
予
定

基
本
条
例
実
行

計
画
を
策
定

特
別
委
員
会
を

設　

置

定
例
会
の
予
定

議
会
Ｐ
Ｒ

編
集
後
記

17 まいづる市議会だよりNo.184

討　論令和5年1月16日の臨時会を開催し、
提案された決議に対して討論をしました。



討 論決
議
第
１
号
に
賛
成

す
る
。

　
「
議
会
の
信
頼
回
復
に

関
す
る
決
議
」
は
、
現
職

議
長
が
罰
金
30
万
円
の
略

式
命
令
を
受
け
る
と
い
っ

た
不
祥
事
を
起
こ
し
て
い

た
こ
と
が
判
明
し
、
そ
の

事
実
を
市
民
、
議
会
に
も

報
告
せ
ず
、
虚
偽
の
説
明

を
繰
り
返
し
た
こ
と
に
よ

り
、
議
員
辞
職
す
る
に

至
っ
た
こ
と
を
受
け
た
も

の
で
あ
る
。
市
民
の
皆
さ

ま
、
舞
鶴
市
職
員
、
議
会

事
務
局
に
大
変
な
ご
迷
惑

と
ご
心
配
を
か
け
た
こ
と

へ
の
謝
罪
と
、
信
頼
回
復

に
全
力
を
尽
く
す
こ
と
を

誓
う
も
の
で
あ
る
。
改
め

ま
し
て
、
市
民
の
皆
さ

ま
、
舞
鶴
市
職
員
、
議
会

事
務
局
、
多
く
の
皆
さ
ま

に
深
く
、
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。
大
変
申
し
訳
ご

ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
公

明
党
議
員
団
と
し
て
も
、

一
個
人
の
不
祥
事
と
し
て

扱
う
の
で
は
な
く
、
襟
を

正
し
、
常
に
良
心
と
責
任

感
を
も
っ
て
品
位
の
保
持

に
努
め
る
と
と
も
に
、
ど

こ
ま
で
も
市
民
の
皆
さ
ま

を
中
心
に
、
皆
さ
ま
の
お

声
を
大
切
に
お
聞
き
し
な

が
ら
市
政
に
反
映
し
、
信

頼
回
復
に
全
力
を
尽
く
す

こ
と
を
お
誓
い
申
し
上

げ
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

決議第１号に
賛成の立場で討論する

公明党議員団

討 論討 論

決
議
第
１
号
に
賛
成

す
る
。

　

今
回
、
舞
鶴
市
議
会
議

長
が
議
員
辞
職
を
伴
う
不

祥
事
を
引
き
起
こ
し
、
市

民
の
皆
さ
ま
、
市
行
政
の

皆
さ
ま
、
舞
鶴
市
議
会
お

よ
び
議
員
の
皆
さ
ま
に
多

大
な
る
ご
迷
惑
と
信
頼
を

失
墜
さ
せ
、
心
か
ら
深
く

お
詫
び
を
申
し
上
げ
ま

す
。
誠
に
申
し
訳
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
我
が
会
派

は
、
議
会
と
議
員
の
必
要

性
を
正
し
く
理
解
し
て
い

た
だ
く
た
め
、「
市
民
に

開
か
れ
た
議
会
」
を
目
標

に
透
明
性
が
あ
る
議
会
を

目
指
し
、
活
動
し
て
い
く

決
意
で
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
が
、
そ
の
前
提
で
あ

る
「
市
民
の
皆
さ
ま
に

と
っ
て
模
範
と
な
る
高
い

倫
理
的
義
務
」
を
犯
す
不

祥
事
が
起
き
、
大
変
申
し

訳
な
く
思
っ
て
い
ま
す
。

決
議
の
内
容
を
深
く
心
に

刻
み
、
今
後
の
議
会
・
議

員
活
動
に
取
り
組
む
こ
と

を
お
約
束
す
る
と
と
も

に
、「
議
会
機
能
の
充
実
」

「
効
率
的
・
効
果
的
な
議

会
運
営
」
に
関
し
て
歩
み

を
止
め
る
こ
と
な
く
、
さ

ら
な
る
向
上
を
市
民
の
皆

さ
ま
に
見
て
い
た
だ
く
中

で
、
舞
鶴
市
議
会
の
信
頼

回
復
に
向
け
全
力
で
努
め

る
こ
と
を
お
誓
い
し
、
決

議
に
賛
成
す
る
。

信頼を失墜させ
心からお詫びをする

新政クラブ議員団

討 論討 論

決
議
第
１
号
に
賛
成

す
る
。

　

私
た
ち
、
新
人
議
員
と

し
ま
し
て
も
１
カ
月
ほ
ど

の
出
来
事
で
あ
り
、
子
を

持
つ
親
と
し
て
も
非
常
に

衝
撃
的
で
あ
り
、
残
念
で

あ
る
。
同
時
に
議
会
を
代

表
す
る
議
長
の
立
場
で
の

不
祥
事
で
あ
っ
た
た
め
、

議
会
一
体
と
し
て
、
信
頼

回
復
に
向
け
た
よ
り
一
層

の
取
り
組
み
は
、
必
要
不

可
欠
で
あ
る
と
考
え
る
。

市
民
ク
ラ
ブ
舞
鶴
議
員
団

と
し
て
も
、
今
回
の
不
祥

事
を
重
く
受
け
止
め
、
信

頼
回
復
に
努
め
る
こ
と
。

ま
た
、
議
会
と
し
て
も
真

摯
に
受
け
止
め
、
今
後
の

在
り
方
を
示
し
て
い
く
上

で
も
、
本
決
議
は
重
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
賛
成
す

る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
市
民

の
皆
さ
ま
か
ら
は
、
今
回

の
不
祥
事
に
関
し
て
、

「
疑
惑
を
知
り
つ
つ
、
推

薦
者
・
選
出
者
側
か
ら
も

即
座
の
市
民
に
対
す
る
公

式
な
表
明
が
な
い
こ
と

に
、
不
信
感
を
持
っ
て
い

る
」
と
の
声
を
多
く
い
た

だ
い
て
い
る
。
そ
の
声
を

今
後
の
対
応
に
取
り
入
れ

て
い
く
こ
と
を
求
め
、
賛

成
討
論
と
す
る
。

公式表明はないが、
決議には賛成する

市民クラブ舞鶴議員団

討 論討 論

あ
ら
ま
し

委
員
会
審
査

討　

論

採
決
結
果

一
般
質
問

臨
時
会
の
あ
ら
ま
し

議
員
の
抱
負

決　

議

「
わ
が
ま
ち
ト
ー
ク
」

開
催
予
定

基
本
条
例
実
行

計
画
を
策
定

特
別
委
員
会
を

設　

置

定
例
会
の
予
定

議
会
Ｐ
Ｒ

編
集
後
記

18令和5年2月8日

あ
ら
ま
し

委

18令和5年2月8日

討　論令和5年1月16日の臨時会を開催し、
提案された決議に対して討論をしました。



常
任
委
員
会
の
主
な
審
査
内
容

決
議
第
１
号
に
賛
成

す
る
。

　

現
職
議
長
が
児
童
ポ
ル

ノ
禁
止
法
違
反
で
罰
金
30

万
円
の
略
式
命
令
が
下
さ

れ
た
こ
と
が
判
明
し
、
こ

の
事
実
を
市
民
に
も
議
会

に
も
報
告
せ
ず
、
虚
偽
の

説
明
を
繰
り
返
し
、
市
民

と
議
会
を
裏
切
り
混
乱
を

招
い
た
責
任
は
重
大
で
あ

り
、
議
員
辞
職
に
至
っ

た
。
議
員
は
、
人
と
し
て

の
倫
理
道
徳
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
を
深
く
認
識
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま

た
、
議
員
は
、
市
民
の
負

託
を
受
け
た
舞
鶴
市
全
体

を
代
表
す
る
者
と
し
て
、

そ
の
役
割
と
責
任
を
認
識

す
る
と
と
も
に
、
常
に
良

心
と
責
任
感
を
持
っ
て
、

自
ら
の
行
動
を
厳
し
く
律

す
る
こ
と
に
よ
り
、
品
位

の
保
持
に
努
め
る
こ
と
を

議
会
基
本
条
例
に
定
め
て

い
る
。
今
回
の
事
件
は
、

我
々
市
議
会
議
員
の
一
人

ひ
と
り
が
真
摯
に
受
け
止

め
、
真
に
市
民
の
負
託
に

応
え
ら
れ
る
議
員
活
動
を

行
っ
て
い
く
こ
と
を
誓
う

も
の
で
あ
る
。
今
後
、
本

市
議
会
は
地
方
自
治
の
本

旨
に
返
っ
て
、
法
令
を
遵

守
し
、
市
民
の
信
頼
を
回

復
す
る
た
め
に
全
力
を
尽

く
す
こ
と
を
お
誓
い
申
し

上
げ
、
賛
成
討
論
と
す

る
。

決議第１号に賛成する

自民党鶴政クラブ議員団

討 論

「市民と議会のわがまちトーク」

議会の防災訓練を実施議会の防災訓練を実施議会の防災訓練を実施

参加者募集

市民の皆さまと議員が舞鶴の課題や展望について一緒に考える意見交換会を開催します。
下記の期間、ご参加いただける方を募集します。（各テーマにつき、5人程度）
■ 募集期間　2月15日（水）～ 3月8日（水）

※会場は、いずれも中総合会館４階のホール

※詳しくは、ホームページをご覧ください。

開催日程

４月22日土

４月23日日

午前10時から

午後1時30分から

午前10時から

午後1時30分から

地域で活動するスポーツ団体と学校部活動との連携について

人口減少を止めるには～移住・定住の促進について～

若者の地元就職を図る取組について

生活習慣改善の推進について～市民の健康寿命延伸対策を考える～

市民文教委員会

総務消防委員会

産業建設委員会

福祉健康委員会

テーマ 担当委員会

　舞鶴市議会では、災害時において議会・議員が果たすべき役割を的確に果たせるよ
うに、災害対応の基本的な考え方や行動マニュアルを取りまとめ、定期的に防災訓練
を実施しています。
　１月18日には、まず、第１部として、会議の開催中に地震が発生した想定で、傍聴
者を含めた庁舎外への円滑な避難の手順を確認しました。
　続いて、第２部として、大雨により市内各地で被害が発生し
ている想定で、議員の安否と、議員が把握した災害情報をweb
上のシステムを利用して共有・伝達する訓練を行いました。
　今後も、議会・議員として必要な行動を認識し、いざという
ときに機能するよう訓練と検証を繰り返してまいります。 ▲ 避難訓練

情報伝達訓練

▲
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令和5年1月16日の臨時会を開催し、提案された決議に対して討論をしました。

決
す
る
。

現
職

ノ
禁
止

万
円
の

れ
た
こ

の
事
実

に
も
報

説
明
を

討 論討 論

月16日の臨時会を開催し、提案された決議に対して討論をしました。 討　論
「市民と議会のわがまちトーク」開催予定



昨年の市議会議員選挙では、大変お世
話になりました。地域にしっかりと軸
足を置き、初心を忘れず、舞鶴市民の
安全・安心のため、議員活動、議会活
動に取り組んでまいります。

谷 川 眞 司 議員 自民党鶴政クラブ議員団当選 4

市民の手で「住みたいまち舞鶴」にする
風を起こしたい。そのためには、舞鶴
市政と舞鶴市議会を理解していただき
たい。また、女性活躍を推奨し、活動
支援をしたいと思っています。

田 畑 篤 子 議員 新政クラブ議員団当選 2

年4回の活動報告、うち3,000枚は自
分で配布、「いじめなくそう」等の街頭
演説を継続し、学童保育支援員、消防
団員など現地現場主義で皆さまの声を
聞ける場所に居続けます。

仲 井 玲 子 議員 会派に所属しない議員当選 2

今や自衛隊舞鶴基地は、本市にとって
なくてはならない存在であります。こ
れからも海自OB議員として、舞鶴市
と自衛隊舞鶴基地の太いパイプ役とし
て頑張る所存であります。

西 村 正 之 議員 市民クラブ舞鶴議員団当選 5

２期目のスタートとなる今年は、これ
までの自分の殻を破り、一回りも二回
りも成長して頼れる人間となることが
目標です。大きく広い視点で、まいづ
るの発展に尽力します。

野 瀬 貴 則 議員 新政クラブ議員団当選 2

医療問題を何とか解決して欲しいとの
市民の皆さまの負託により議会へ送り
出していただきました。市民の皆さま
の声にしっかり寄り添い、希望の持て
る舞鶴へ市政を変えていきます。

廣 瀬 　 昇 議員 市民クラブ舞鶴議員団当選 1

市民の皆さまの声を確実に届けます。
母親として、また、女性として今まで
声を上げにくくしていた垣根を取り払
い、若者も女性も市政に関わりやすい
環境構築を目指してまいります。

福 本 明日香 議員 市民クラブ舞鶴議員団当選 1

市民の皆さんに負託された４年間の始
まりに際し、議会とは議員とは何か・
何をすべきかを追求し、正確に伝え、
皆さんに参加いただける仕組みを提案
していきます。

眞 下 隆 史 議員 新政クラブ議員団当選 3

新人議員ですので顔を覚えていただく
ためにも、たくさんの市民の方のお話
を聞いて衆知を集め、施策につなぎま
す。知行合一が座右の銘です。一生懸
命頑張ります。

眞 下 弘 明 議員 新政クラブ議員団当選 1

「誠実・情熱で舞鶴発展に全力」をモッ
トーに子どもや高齢者・障がい者支援、
農林水産業支援、災害に強い舞鶴に取
り組み、市民の皆さまの声を市政に反
映してまいります。

松 田 弘 幸 議員 公明党議員団当選 4

初心を忘れずに、これまで以上に地域
はもとより本市が抱える課題一つ一つ
に向き合い、地域の活性化や皆さまが
健康で豊かに暮らせる住みよいまちづ
くりに努めてまいります。

水 嶋 一 明 議員 自民党鶴政クラブ議員団当選 4

市民の皆さま一人一人が、安全・安心
に住めるまちづくりに全力で取り組ん
でまいります。市民の皆さまの声を市
政に届けてまいりますので、お声をお
聞かせください。

南 　 正 弘 議員 自民党鶴政クラブ議員団当選 1

市民の皆さまから負託を賜りまして５ 
期目を迎えることとなりました。若き
ベテランとして、その責務をしっかり
果たして市民福祉の向上に努めてまい
ります。

山 本 治兵衛 議員 新政クラブ議員団当選 5

鯛慶一議員、鴨田秋津議員の辞職により、
上野修身議員、眞下弘明議員が
繰上当選されました。
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皆さんの願いを真っすぐ議会に届け、
要求実現まであきらめません。市民要
求と向き合い、「住民福祉の増進をはか
る」自治体本来の役割が発揮されるよ
う、市政をチェックします。

伊 田 悦 子 議員

第21期 議員の抱負議員の抱負
日本共産党議員団当選 6

今、このまち舞鶴は、ソフト・ハード
両面にわたり、活力ある息吹きを持ち
着実に歩んでいる。令和５年も市民皆
さまの福祉向上と舞鶴市のさらなる発
展に向け鋭意取り組んでまいります。

今 西 克 己 議員 新政クラブ議員団当選 3

市民の負託に応えるための「議会活動」
「議員活動」を目指すとともに、人との
絆を大切にし、初心を忘れることなく
精いっぱい努めてまいります。

上 野 修 身 議員 自民党鶴政クラブ議員団当選 5

変化していく時代の中にあって、市民
にとって本当に必要なこと、市政の進
むべき方向はどうあるべきなのかを常
に自身に問いかけ、議員としての役割
を果たしてまいります。

上 羽 和 幸 議員 公明党議員団当選 7

人と人の絆、地域社会の絆を大切に安
全・安心なまちづくり、商業、農林水
産業の活性化、伝統文化を生かしたま
ちづくりに地域の皆さまと一緒になっ
て取り組んでまいります。

尾 関 善 之 議員 自民党鶴政クラブ議員団当選 6

2期連続で市議会へと送っていただき
ましたことに、深く感謝いたします。
初心を忘れず、安全・安心なまちづく
りを第一に、今まで以上に議員活動に
取り組んでまいります。

川 口 孝 文 議員 自民党鶴政クラブ議員団当選 2

未来創造こそ政治の役割です。人口減
少を食い止め、安全・安心で希望を
持って住み続けられるまちになるよう、
市民の皆さまとともに全力で舞鶴市の
未来創造に取り組みます。

肝 付 隆 治 議員 自民党鶴政クラブ議員団当選 3

「のん気・根気・元気」障害者運動に参
加し先輩に教わった「３つの気」を大切
に、公約実現に全力を挙げます。市民
の願いの実現に向け、市民との協働を
力に頑張ります。

小 杉 悦 子 議員 日本共産党議員団当選 6

「小さな声を聴く力」をモットーに、地
域に根を張り奔走する中で、地域の課
題を見つけ出し、さらなる市政の発展
と市民の福祉向上に、全力で取り組ん
でまいります。

小 谷 繁 雄 議員 公明党議員団当選 3

長引くコロナ禍や物価高騰で暮らしと
営業が大変です。また、平和と安全も
脅かされています。市民の皆さんの声
と願いを真っすぐ議会に届けるために
全力を尽くします。

小 西 洋 一 議員 日本共産党議員団当選 2

『知恩報恩』の思いを自らの原点とし、
舞鶴市民の皆さまに安全・安心を感じ
ていただける分かりやすい市政を築い
ていく。そのため常に一歩前進の姿勢
で臨んでまいります。

杉 島 久 敏 議員 公明党議員団当選 3

「人の幸せとは、ありがとうと言えるこ
と、ありがとうと言ってもらえること」
といつも思っています。誰もが豊かで
住みよい舞鶴をつくるため、一生懸命
誠心誠意働きます。

高 橋 秀 策 議員 会派に所属しない議員当選 9
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　議会基本条例（平成30年10月５日制定）の内容を実現するための具体的な取り組みを定めた
「実行計画」を策定しました。
実行計画には、３つの基本目標に沿って、目指すべき姿を設定し、そのための
取り組みを定めています。
　計画の内容は、ホームページに掲載しています。

●議会に関する学習の機会の提供

●効果的な情報発信の検討

●市民の意見を反映させる仕組みの検討

●映像配信の充実

●議会の仕組みの冊子の発行

●所信表明の在り方の検討

●議会基本条例の検証

●議員を志す人を増やす取り組みの検討

●舞鶴市総合計画の点検評価

●議員間討議の活用

●議員力の向上

●議会図書室の充実および在り方の検討

●代表質問・一般質問の活用

●議案審議の在り方の検討

●委員等の任期の検討

●委員外議員の発言の在り方の検討

●政策提言に向けた委員会活動

●政策条例の在り方の検討

●議員の定数および報酬の検討

●先例および申し合わせ事項の見直し

●ＩＣＴの活用

●会派の在り方の検討

●議会における危機管理の検討

●他市との交流・連携の促進
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第21期舞鶴市議会基本条例実行計画を策定
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市議会基本条例実行計画を策定市議会基本条例実行計画を策定
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第21期舞鶴市議会基本条例実行計画を策定

22令和5年2月8日



舞鶴市議会の情報発信 ～ YouTube と Facebook ～

チャンネル登録をよろしくお願いします。

　チャンネル登録や「いいね」もお願いします。

　舞鶴市議会では、議会の「見える化」を図る方法の１つとして、「舞鶴市議会公式YouTube
チャンネル」を開設しています。
　本会議や委員会のライブ配信・録画配信に加えて、定例会の概要報告や委員会の活動報告な
ど、舞鶴市議会がどのような活動をしているかを
ご理解いただくための動画を配信していますので、
是非ご覧ください。

　「市民に開かれた議会」に向けた取り組みとして、市
議会公式Facebookにて、議会活動に関する様々な情
報を随時発信していますので、是非ご覧ください。

舞鶴市議会
YouTube

舞鶴市議会
Facebook

舞鶴市議会
ホームページ

舞鶴市議会 公式YouTubeチャンネル舞鶴市議会 公式YouTubeチャンネル舞鶴市議会 公式YouTubeチャンネル

舞鶴市議会 公式Facebook舞鶴市議会 公式Facebook舞鶴市議会 公式Facebook

　舞鶴市議会では、毎月１回、FMまいづるの「ななこちゃったラジオ」に
議員が出演しています。
　定例会の報告や市議会の進めている取り組みなど、議会に関するいろ
いろなことをお話ししています。

「定例会の案内、議案紹介、審査報告」
「常任委員会視察報告」「本会議や委員会の傍聴について」
「ＦＭまいづるとの意見交換会の報告」
「審議の見える化を図る取り組み」
「市民と議会のわがまちトーク」
「防災訓練」「第20期の総括」 など

次回の放送予定や
これまでの放送内容
について詳しくは、
ホームページから
ご覧いただけます。

今後の
放送予定

２月17日（金）
※放送日時や放送内容等については、決まり次第、ホームページ等でお知らします。
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の情報発信の情報発信 Y T b と F b k

84

舞鶴市議会の情報発信 ～YouTube と Facebook～
FMまいづるに出演紹介
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「
ま
い
づ
る
市
議
会

だ
よ
り
」
を
ご
愛
読
い

た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今

月
号
か
ら
新
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
発
行
と
な
り
ま

す
。
市
議
会
の
役
割
は
、
市
の
事
務
や
事
業
が

正
し
く
行
わ
れ
て
い
る
か
、
適
正
に
管
理
さ
れ

て
い
る
か
、
あ
る
い
は
、
新
し
い
事
務
事
業
の

提
案
な
ど
市
政
全
般
に
つ
い
て
市
長
等
に
質
問

を
行
い
、
ま
た
、
書
類
等
の
検
閲
、
調
査
や
監

査
委
員
に
監
査
を
求
め
る
な
ど
、
市
の
仕
事
ぶ

り
の
目
付
役
的
な
役
割
も
果
た
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
市
民
の
皆
さ
ま
に
分

か
り
や
す
く
お
伝
え
し
、
少
し
で
も
舞
鶴
市
の

市
政
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
魅
力

あ
る
紙
面
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
「
ま
い
づ
る
市
議
会
だ
よ
り
」

を
引
き
続
き
ご
愛
読
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

                             

（
部
会
長  

肝
付
隆
治
）

編編
集集
後後
記記

【議会報編集部会】
部会長  肝付　隆治
副部会長  田畑　篤子
 委　員  伊田　悦子

 委　員  杉島　久敏
 委　員  福本 明日香
 委　員  水嶋　一明

手話通訳者・要約筆記者を配置できます
聴覚等に障害のある方が本会議等を傍聴される場合は、事前予約により、手話

通訳者・要約筆記者を配置します。
ご希望の方は、傍聴予定日の７日前の午後５時までに「手話通訳・要約筆記

申込書」に必要事項を記入の上、窓口へ持参、またはFAX、郵送によりご提出
ください。
なお、日程の都合などにより、手話通訳者・要約筆記者が配置

できない場合がありますのでご了承の上、お早めにご相談ください。

詳しくはホームページをご覧ください。

詳しいお問い合わせは市議会事務局へ　☎66-1060

議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか

舞鶴市議会 検索

3月定例会予定3月定例会予定3月定例会予定3月定例会予定3月定例会予定

※予定は変更する
　ことがあります。

本会議（開会）

本会議

請願受理締切
本会議（代表質問）
本会議（一般質問）
本会議（一般質問、議案質疑）
予算決算委員会分科会・常任委員会
予算決算委員会分科会・常任委員会
予算決算委員会分科会・常任委員会
予算決算委員会分科会・常任委員会
予算決算委員会
本会議（閉会）

（仮称）第7次舞鶴市総合計画・後期
実行計画に関する審査特別委員会

2月
21日（火）
22日（水）
24日（金）
27日（月）
3月
6日（月）
9日（木）
10日（金）
13日（月）
15日（水）
16日（木）
17日（金）
20日（月）
24日（金）
29日（水）

12
月
16
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
次
の
２
特
別
委
員

会
の
設
置
を
可
決
し
ま
し
た
。

①
原
子
力
防
災
・
安
全
等
特
別
委
員
会

   

●

目
的関

西
電
力
高
浜
発
電
所
等
に
係
る
原
子
力
防
災
お
よ

び
安
全
性
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
・
審
査

   

●

委
員
数　

７
人

②
第
７
次
舞
鶴
市
総
合
計
画
・
後
期
実
行
計
画
に

　

関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

   

●

目
的第

７
次
舞
鶴
市
総
合
計
画
・
後
期
実
行
計
画
に
関
す

る
調
査

   

●

委
員
数

24
人

特
別
委
員
会
を
設
置

}

あ
ら
ま
し

委
員
会
審
査

討　

論

採
決
結
果

一
般
質
問

臨
時
会
の
あ
ら
ま
し

議
員
の
抱
負

決　

議

「
わ
が
ま
ち
ト
ー
ク
」

開
催
予
定

基
本
条
例
実
行

計
画
を
策
定

特
別
委
員
会
を

設　

置

定
例
会
の
予
定

議
会
Ｐ
Ｒ

編
集
後
記

24令和5年2月8日

あ
ら
ま
し

委
員

24令和5年2月8日

議会傍聴・特別委員会設置
３月定例会の予定・編集後記


